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I章．序論

　江戸時代後期ωから明治期に建てられた農家住宅が，

江戸時代の藩領域によって，その藩独自で独特の形式の

住宅が成立分布していること。更に，隣接している他藩

の農家住宅とは，その平面構成（発展系統）が藩領境界

によって異なっていることが本研究（前報告）によって

実証された。このことは，次の3点において，農家住宅

と地域の関連性を捉える上で新たなる重要な認識を提起

するものである。

　先ず第1は，農家住宅の平面構成を規定する地域的条

件についてである。全国的に様々に異なる平面構成の農

家住宅が地域的な分布圏域をもって成立している。この

平面構成の異なる農家住宅の分布圏域と，その平面構成
の違いを規定している地域的条件については，これ1で　■

余り明確にはされてこなかった。強いて云えば，石原憲

治氏の一連の研究2）にみられる如く，東北，九州といった

地方区分と県別で農家住宅の平面構成の地域的差異を捉

え，その地域的条件は，気候・地形・風土・農業生産形

態・文化の進展と伝播などで簡単に説明されるのが一般

的であったと言えよう。中でも，平面構成の違いは，気

候・地形・風土などの自然・地理的条件の違いによると

いった認識が数多くの文献3〕にみられるのである。

　これに対し，上述の地域的条件が同じ地域内において

江戸時代の地域的な文化圏域でもあった藩領域で，その

平面構成（発展系統）が異なっている藩域の存在した事

実は，上述の認識の修正を示唆するものである。しかも

住宅は極めて人的・文化的な地域的条件に規定された歴

史的産物であると言えよう。この実証藩域は本報告を含

めて，東北・九州・中部の23の藩に及び，最早，1つの

普遍的現象であったことを意味している。

　第2は，住宅空間と生活との関係である。藩領域で平

面構成が異なるのは江戸後期に建てられた農家住宅だけ

でなく，藩の割拠が取り外された明治期（前期のみなら

ず後期も）に至っても，一一部の境界域を除いて，江戸期

の特徴的な平面構成（発展系統）がその旧藩域に継承さ

れている。このように，生活と社会条件が変化しても旧

来の平面構成（発展系統）が厳然と継承されている事実

は，これまでの住宅をみる視点の1つであった「空間と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
、生活は対牢関係にある」といった認識の再考を迫るもの

そ済る。

　第3は，さらに現代の近代化されたかにみえる農家住

宅においても，江戸後期の各藩の農家住宅平面構成の諸

特徴が様々な形態でその地域に継承されている（4）。

　特に「家」の社会的空間としての座敷構成が顕著に残

存・継承されているのである。このことは，江戸時代後

期から現代までの農家住宅の発展過程，および今後の農

家住宅を探る上で，藩領域の地域的枠組みは重要な分析

視点であると言えよう。
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　本研究は，江戸時代後期において，各潜独1v）平面構

成が成立し，藩領域で農家住宅の平面構成（発展系統）

が異なっていたことを実証し，そして汀1，l　i後期を基一点に，

それ以後の発展過程と，それ以前ク）各潜の特徴的な住宅

の成立過程を解明，実証する二とを［的としているが，

本報告は以下の研究課題について分析したものである。

　①前報告に引き統き，藩領域で農家任宅の平面構成が

異なっていることについての実証事例の拡火を行う。前

報告の東北・北部地方と九州地方の15潜に引きつづき本

報告は，東北・南部地方の4藩と中部地ノケ（7）4藩を対象

に述べる。（II章）

　②各藩の農家住宅の発展過程を考察する．．特に，…つ

の藩領域内に異なる系統の住宅ク糀在分布がみられる藩

の「混在化現象」と，ある系統ク脈宅から他の異なる系

統の住宅への「転換過程」について分析する。（II章）

　③その藩で，独白で独特の平面構成（／）農家住宅が成立

した理由，要因をその藩の武家住宅，凍作規制との関連

で考察する。（m章）

　尚，江戸後期から現代までの発艇過柑については，現

在調査中であるのでフルレポートに掲載する。

II章．藩領域からみた東北南部地方4藩と中部地方4

藩の農家住宅平面構成の相違と各藩農家住宅の発展過程

（II－1）藩内に於ける農家住宅の「混在化現象」と異

　　　　　なる系統の住宅へのl1転換過程」について

　藩領域から農家住宅の平面構成の分布傾向をみた場

合，その分布形態を分類整理すると以下の如くになる。

（A）藩頷域と藩頷域の境界域分布形態

　　　　　　　　　　　　　■（A・11）糠境線で口月確に異な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　っている。
　A・1）隣接する他藩とは藩
　　　　　境界で住宅の平面構一（A・12）癖境線の付近は両灘
　　　　成（発展系統）が異　　　　　　の付．宅が湿二在分布し

　　　　　なっている。　　　　　　　　ている。また折衷型

　　　　　　　　　　　　　　　　　　が成立分布している。

　（A・2）隣接する数藩は同じ系統の農家佳宅が分布している。

　　　　　（藩で住宅が異なっていない）

lB〕藩領域内の分布形態

（B・1）1つの系統の住宅が
　　　　藩頷域全域に分布し
　　　　ている。

一（B・1］）発般段階（フ）前段階の

　　　　件宅が主。として分布
　　　　　しているO

イB・12）舳11＝段階の後段階の
　　　　／l．宅が主．として分布

　　　　　し、ているo

」一（lB・13）前・暖段階の住宅が

　　　　混在分布している。

（B・2）同じ系統であるが発展過程の異な疋■甘宅が藩内に地域

　　　　的に分かれて分布している。

（B・3）異なる系統の住宅が藩内に混在分布している⑪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（混在化現象）1

　この分布形態はその藩の農家住宅の建築時期，藩の統

治領域の継続と変動，隣接する藩と藩の関係，藩内の歴

史的な支配体制と、諸政策等に規定された結果といえる。

　江戸時代に於ける農家住宅の発展は，前報告で述べた

ように，藩で異なリながらも全国的傾向として，江戸時

代申・後期にかけて，構造的発展，規模拡大を伴い，急

激に発展している｛5〕。その発展は家族住生活空間と接客

空間の拡大，拡充によるものである。特に後者の発展が

概して大である。それは，5，60年の短期問に大き／1発

展すると云う幡も少なくない｛6〕。この住宅の発展時期は

（模索・変動）期…・（収束・様式化）期の過程で前者の

時期にあたると言えよう。しかも，その時期は藩によっ

て異なり，そのことも，その藩の分布形態を規定してい

るのである。

　かかる意味で’潜領域」は農家住宅の様々な分布形態

に拘らず，農球住宅の発展過程と地域との関連をみる場

合の分布干視一屯になるのである。

　これらの分布形態のうち，上述の点線部分（B・3）

の異なる系統の農家住宅の混在分布を本研究では「混在

化現象」と称している。これは，住宅のある発展の方向

への諸契機と動向を内在させており，農家住宅の系統を

考察する上で、≡匡要な対象である。

　前報告で，農家住宅平面構成の発展には，発展系統と

発展段階の2つのカテゴリーが含まれていること。そし

て，発展系統の住宅ごとにその発展段階をみていくこと

が重要であることを述べた。このことは，その住宅の発

展系統が固定的で茅）ることを意味しない。即ち，農家住

宅の発展には，地域的条件に規定されながら，その発展

系統における発展段階及び発展過程と，ある系統から異

なった別の発展系統への転換も存在する。このようにし

て，農家住宅は単純で限られた初源的住宅から，より複

雑で数種の系統の住宅に発展したといえよう。

　例えば，前轍告で実証した延岡藩に於ける併列型住宅

から鍵座敷系住宅への発展は，平面構成原理の変化，転

換である。本研究では，これを異なる発展系統の住宅へ

の「転換過程」と称している。

　本章では異なる発展系統の住宅の「混在化現象」に内在

する異なる発膜系統への「転換過程」を中心に分析する。

（II－2）藩領域からみた東北南部地方，中部地方の8

　　　　藩の農家住宅平面構成の相違

　II章に於ける農家住宅の調査方法は前報告と同じであ

る。調査概要は（表一一1）に示す。調査藩の性格は（表一

2）にホす。

1：1）東北南部地方の二本松，三春，相馬，磐城平藩に

　　　ついて

　東北の南部地方は1日族居付を中心とした奥州の外様大

－128－



名の抑えのため，譜代大名を配し，外様と譜代藩との接

点に当たる地域である。この地域の外様大名は江戸初期

から江戸末期まで継続統治しているのが殆どであったの

に比べて，譜代大名は転封が多く，領域の変動も激しい。

この理由は，譜代どうしの結束の恐れと幕府権力の示威

であったといわれる(7)。（図一1）は二本松，三春，相馬，

磐城平の4藩に分布する農家住宅を（図一2）の住宅型

分類法に基づいて分類しプロットしたものである。磐城

平藩は譜代であるが他の3藩は外様である。4藩とも石

高数は同程度である。

　先ず，二本松藩領域の住宅型分布をみると，前座敷系

住宅が藩領全域に分布している。南部の三春藩との境界

付近に鍵座敷系住宅が僅かに分布しているが，これは，

明治期の住宅か，または中座敷のある住宅である。従っ

て，中座敷のない住宅と江戸期の住宅は全て前座敷系で

ある。二本松藩の住宅の特徴的なことは，全て広間型で

あり，田の字型がみられないこと。その広間型も座敷に

トコのない住宅がかなりあり，江戸後期における農家住

宅は隣接する他藩の住宅に比べて，その発展が遅れた初

期的平面であったと言えよう。

　二本松藩の南に隣接する三春藩領域をみると，藩領全

域に前座敷系住宅と鍵座敷系住宅が混在分布の傾向があ

る。更に，一つの村うちでも両型が混在分布している。

　このように，三春藩の農家住宅は2つの異なる系統の

住宅の「混在化現象」がみられるのである。前座敷系，

鍵座敷系住宅とも広間型（一部くい違い型）であり，そ

の前座敷住宅はトコの無い住宅が多い。これは，後述す

るが，トコのない前座敷広間型住宅からトコが設置され

た鍵座敷広間型住宅への「転換過程」を内在している現

象である。三春藩と二本松藩との境界域の④地域は平坦

地，及び，丘陵地域である。この境界域の二本松藩側は

前座敷系住宅の分布が支配的であるのに対し，三春藩側

は前座敷系と鍵座．敷系住宅が混在しつっも鍵座敷系住宅

の分布傾向が強い。三春藩の南東部に隣接する磐城平藩

と境界域の③地域をみると前座敷系住宅はなく，鍵座敷

系住宅が分布している。磐域平藩は後述するが鍵座敷系

住宅の分布域である。三春藩は，北部に前座敷系住宅が

支配的に分布する二本松藩と，南東部に鍵座敷系住宅が

分布する磐城平藩に挾まれ，その分布は前座敷系と鍵座

敷系の混在分布地域となっている。このことは，二本松

藩と三春藩の住宅が江戸初・中期に於いてはトコなしの

前座敷広間型住宅の分布域であったが，江戸後期に至っ

て三春藩の住宅は，隣接する磐城平藩の鍵座敷系住宅の

影響を受けて，トコなしの前座敷広間型住宅からトコつ

きの鍵座敷広間型住宅への「転換過程」が展開したとい

える。
　一方，二本松藩の住宅は異なる系統への「転換過程」

が存在せず，一部の住宅は江戸後期に至ってトコが設置

（表一1）農家住宅調査概要（現地復元調査）

調査藩と戸数 調査藩と調査戸数 計
調査年月

・東北南部地方昭和59年9月　　　　11月昭和60年3月ll…繁霧1絹3．相馬藩1　13戸4．磐城平藩≡　16戸　　その他≡　3戸

91戸
・中部地方昭和60年3月5．松本藩≡　8戸6・諏訪藩127戸7・上田藩＝（10戸）＆甲輔11鼻

52戸（10戸）
143戸（10戸）

（　）内数字は住宅図面記入依頼調査である。）内数字は住宅図面記入依頼調査である。

（表一2）農家住宅調査藩の位置と藩の概要

外様 着領トの変化（注1）
調査竈位置図 卍o蕎名イ1高刮代1603　　1700　　　　1868

・東北（南〕　　　仙。糀 1
5力石外様高加丹羽氏f向河〕1石431 二本松 服　1　　1

3
三春5力5千外様

松秋出蝸鮒宏戸）1…　∫
2 彬F　　一

■ ■
曲！t　　　　　　刈湖　　　　　　　　　　4 1

’ 3 相馬6〃」外様
刈内贋氏時代（1622～ り］41 1

4 贈城中虫1力7H譜代島内蔵氏fト≒〕1622　安酬糞＾
尭2 曽埋1　1　　　1冊畔2

・ψ部 7力石 ■
1 1　水野（．三州〕松乎（鳥羽川25

1725に大領となる5 松本6力石詣代
5’ 罫2

　　1642　1　＃2－1　睦1　1　　　　　1

1．．　　8 ，
6 諏訪3カイ譜代　　　　　1一諏訪氏川喉居1付〕冊Oll　　　；

諏　　o
訪 4力4千
湖 甲府1苗1家門　　　　　　　　　　　　　I≒平徳一徳川1吠大領1724

7 7 （天頷）5〃1譜代
撞2

紅川1撃1■1二呈

6ノ」イ］外様
止」田頸2 撫18 力呂下イ譜代

撫3据2ぺ

1真仙舐松半（仙馬川〕6　．＝田て小諸〕1纐3i苗1鮒1　　　1

㍑孟篇鮒燃鴛二がふ竈1オ鮒鴛責㍑二燃㍑二瓢・僅か1・

　存在して基本帥』には箏末までの変イヒはない。（舳鰍域、鮎、胴なとについては、鯛県史（近削・。・巻，棚鮎史（適蜘二春町史（近世2〕いわき市
　長野県史ヨ，5巻．諏訪の近世史．山梨県史（2〕、lH高1臼頷取調帖（奥」ヒ〕（｝部〕なとを参考とした。

された前座敷広間型住宅への発展方向を辿ったといえよ

う。ところで，これらの住宅に混じって，タテ型座敷の

奥と前の両座敷にトコが設けられた折衷型D住宅が，二

本松藩と三春藩の境界域の(A)地域に僅かながら分布して

いる。これは，後述するが前座敷系住宅からの発展型で

ある。
　次に，磐城平藩領域の住宅をみてみよう。磐城平藩は

（表一2）にみるように，江戸期に藩主が5氏変わって

いる(。いずれも譜代大名である。この変化の際に領域，

石高が減少している。（図一1）にみる磐城平藩の領域は

佐竹，鳥居，内藤氏時代〔天正17年（1589）～延亨4年

（1747）〕の領域である。中でも内藤氏の統治が初・中期

の125年間を占める。藩内のA地域は内藤氏の分家〔泉

藩－寛永11年（1638）～〕であり，B地域も同じく分家

〔湯長谷藩一寛文10年（1670）～〕である。文化圏域と

しては磐城平藩域と同質と見散してよい。ところが，延

亨4年（1747）に内藤氏が延岡へ転封され，その後に井

上，安藤氏が入封しているが，その際に磐城平藩の領域

はC地域のみに減石，縮小されている。減らされた地域

は天領と棚倉，笠間，福島藩などの飛び地となっている。

その領域も非常に細分・錯綜し，しかも領域領主の変動
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が激しいまま幕末に至っている。にも拘らず，江戸後期

の農家住宅の分布をみると，江戸初・中期までの内藤氏

時代の藩領域が鍵座敷系住宅の分布圏域と一致している

のである。この顕著な現象は内藤氏時代の磐城平藩領域

で，その北部の相馬藩との境界域である(C)地域の住宅分

布にみることが出来る。(C)地域は両藩とも太平洋に面し

た平坦地域であり両藩の境界線は幅1.5mの小川であ

る。この境界を挾んで両藩の住宅は異なっている。相馬

藩領域は前座敷系住宅が分布しており，磐域平藩域は一

部，前座敷系住宅の混在がみられるものの鍵座敷系住宅

の分布が．支配的である。磐城平藩の(C)地域の現富岡町，

川内村，楢葉町，広野町の地域は内藤氏の延岡転封後，

天領と棚倉，仙台，福島藩等の飛び地となり，その領域
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は錯綜，変動し，幕末に至っている。この地域の支配は

それまでの農民生活の諸様式，諸習慣を考慮した上での

代官を通じての年貢収奪であった。又，飛地であり，藩

の間接支配域である。これに対して，内藤氏領主時代の

磐域平藩は城付きの直接支配であった。

　このように，江戸時代後期に建てられた或る系統の農

家住宅の分布圏域が，江戸時代初・中期までの藩領域と

一致している事実は以下の2つの意味を有している。1

つは，江戸中期に藩領域が域付き支配以外の天領，他藩

の飛び地に変化しても，それまでの藩領域（中期まで）

で形成された地域的文化圏域が江戸後期まで継承されて

いること。2つめは，その藩領域が存在した江戸中期ま

でに，その系統の住宅の発展が収束・様式化していたこ

とが考えられる。いずれにしても，江戸期においても，

初・中期の藩領域の枠組みが，後期の住宅をも規定して

いるのである。

　最後に相馬藩領域の住宅である。藩領全域に前座敷系

住宅が分布している。田の字型は2例しかみられず広間

型が支配的に分布している。

　以上，東北の南部地方の4藩域においても，農家住宅

の平面構成（発展系統）が藩によって異なっていること

が実証された。しかも，分布形態も藩によって異なる。

これは，その藩の江戸後期における農家住宅の発展の内

容的相違と時期的差異の現象形態に他ならないといえよ
う。

　（2）中部地方の松本，上田，諏訪，甲府藩について

　畿内，東海，中部，関東は幕府にとって戦略的，財政

的にも重要な地域であった。その地域の要所には天領，

親藩，譜代直系を中心に配し，その領域も非常に錯綜し

ている。信濃の国も天領が細かく入り混り，小藩が分立

した複雑な領域構造を呈している。調査対象の4藩は，

特に，江戸と畿内を結ぷ主要街道の中山道，甲州街道な

どが領地の中心地域を通っている。松本，上田藩は江戸

中期に一部領地が天領化しているが，概ね，藩領域は幕

末まで変わらない。諏訪藩は旧族居付の大名であり幕末

までの完全統治で噸域も初期から変化は全くない。甲州

の甲府藩は江戸中期までの藩であり，後期は天領化して

いる。（図一3）をみると，北から松本，諏訪，甲府藩領

域が主要街道を縦軸にして連担している。3藩の北に位

置する松本藩領域は鍵座敷系住宅が主として分布してい

る。中央の諏訪藩領域は前座敷系住宅が，南に位置する

甲府藩（北部地域）は鍵座敷系住宅が支配的に分布して

いる。このように，連担する3つの藩の住宅分布の形態

は，前座敷系住宅分布の諏訪藩を鍵座敷系住宅分布の松

本藩と甲府藩が挾むというサンド・イッチ状の分布形態

を呈している。鍵座敷系住宅がほぽ藩領全域に分布して

いる松本藩の東に隣接する上田藩領域は，松本藩の住宅

とは異なる前座敷系住宅が分布している。以上，藩境界

域に若干の異なる住宅の混在がみられるが，4藩域とも

隣接する他藩とは分布する住宅の平面構成（発展系統）

は異なっている。また上田藩と諏訪藩に分布する住宅は

同じ系統の前座敷系であり，松本藩と甲府藩に分布する

住宅も同じ系統の鍵座敷系である。ところが，同じ系統

であっても，その平面構成は各藩でかなり異なり，その

藩独自の形式の住宅が成立しているのである。

　更に，藩内の分布傾向を詳しくみてみよう。

　松本藩の北部の白馬地域に鍵座敷系住宅に混じって併

列型が分布し，異なる系統の住宅の「混在化現象」がみ

られる。併列型から鍵座敷系住宅への「転換過程」が示

唆される。藩内の④・⑤地域は松本藩が水野氏から戸田

松平氏に変わった際，亨保10年（1725）に松本藩から天

領に変化している。この地域も前述したように天領化し

ても松本藩の鍵座敷系住宅の分布傾向がみられる。④地

域の北部に前座敷系と鍵座敷系との折衷型D住宅の分布

がある。この折衷型D住宅は隣接する上田藩側の境界域

にも分布しており，松本藩の鍵座敷系住宅と上田藩の前

座敷系住宅との折衷型住宅と考えられる。

　鍵座敷系住宅が支配的に分布する松本藩の南部の⑧地

域から平坦地の境界を越えて諏訪藩に入ると前座敷系住

宅の分布圏域である。ところが，藩内は北部，中部，南

部の3地域で平面構成の異なった住宅が分布している。

　これは，同じ前座敷系の住宅であっても発展過程が異

なる住宅である。

　まず，北部の⑮地域は，（写真一1）と（Iト3）での

事例15，16にみるような「本棟造り」と称されている農

家住宅が分布している。それは板葺きで妻入り形式の屋

根（正面外観を含む）と独特の平面構成の住宅形式であ

る。ところが，本棟造りの特徴的な屋根形式とその正面

外観はこの周辺域の種々の平面構成の住宅に普及してお

り，平面形式と屋根形式とは分けて考えるべきであろう。

本研究ではこの住宅型を平面的特徴から前座敷3段型住

宅と定義している。この平面形式（前座敷3段型住宅）

と屋根形式（本棟造り）を持つ住宅は，松本平野から塩

尻地方に分布し，上層農家の特徴的住宅といわれてきた。

然し，藩領域からその分布形態をみると，松本藩南部地

域，天領域，諏訪藩の北部地域（㊦地域）にも多く分布

写真一1　本棟造ηの正面外観（諏訪藩農家）

　　　　長野県松本市中山（住戸No．29）
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しており，特に諏訪藩の③地域に分布が集中している。

　諏訪藩⑭地域は東五千石と呼ばれ，諏肋藩の城ド町の

ある◎地域の諏訪盆地（海抜751）m）とは高き1429mの山

で隔てられた飛び地的地域で、おる。こク）地域は諏訪藩成

立〔慶長6年（1601）〕の後の元和3年（1（117）に大阪の

役に従軍し，松本盆地の5千石を加増さ才1一た地域であ

る｛9〕。そのうち，2千石を明暦3年（16571に漱訪氏の二

弟に分知させている。後の3一千石は播σ）蔵入り地で代官

支配である。即ち，江戸初期において諏．1林潜の0，⑪

地域の地方知行とは異なり藩の直轄地であった。従って，

二弟の住宅，代官の住宅は諏訪藩城■■ド町のト級武Lの住

宅形式を継承したことは容易に窮われる。こ17）住宅形式

が東五千石地域に江戸中期ごろまで残存していた御館農

家，庄屋層の住宅に継承され，上層農家の住宅形式とし

ての前座敷3段型住宅が成立し，隣接する松本藩，天領

地域の、L層農家に浄及していったと考えられるのであ

る。この根拠は後述するが，この地域の上層農家住宅と

武家住宅の関連にある。下層農家の住宅はカヤ葺きで平

入りの前座敷系住宅．で表）った。

　諏訪本播の◎地域に分布する住宅は上屑，下層をふく

めてカヤ＝蒔き斗人りの前座敷系の田の字型，食い違い型

住宅である。特に、トコ形式とイロリのある茶の問の位

置に特徴がある、，トコは（写真…2）にみるように，ト

コ地板は．二尺科疲の高さで，その下に地袋がある簡素な

中トコである。農家住1宅の茶の問は田の字型住宅では奥

にとられるのが・一一般的であるが，諏訪藩の住宅は表側に

匝
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（注一1）藩領境界線は松本藩の一部（A地域とB地域）に天領化の

　変化がみられるが，その他の松本藩の領域と諏訪，甲府（1724に

　大領化）上田藩は藩成立から幕末までの境界の変化は全くない。

｝一2）藩頒境界については，r長野県史一信濃国所領分布図」「1日

　高1臼綱取調帳（巾部編）」「諏訪の近世史」「長野県史4・5・6巻」

　r東筑摩郡，松本市，塩尻市誌第2巻歴史下」などを参考に作

　成し六1o
（〔三一：｛）1一リ住宅型プロット図に往宅Noを言已入している住宅は，本研

　泥における現地復元調査の住宅である（52戸〕。

　　一引〕内に往戸N皿を記入している住宅（上田藩の1O戸）

　は集落［〈長を逓じて現存している江戸～明治期と恩われる住宅．

　について郵送にて間取り調査（現況図）を依頼したデータであ

　　る、、

　　！引住宅型プロット図に住戸N皿を記入していない住宅は既存

　　資料の調査住宅（現況図）を本研究の住宅型分類方法によって

　　分類し，プロ・ソトしたものである。資料の出典は以下の如くで

　　ある。
　　　1．八ト穂村の天領域の件宅8戸（信濃の民家一長野県教

　　　育委員会編）
　　　2、松本藩の白馬村の伺1宅12ji（信濃の民家一長野県教育

　　　委員会編）
　　　3　松本藩の小谷村．白罵村の住宅3戸（日本農民建築第

　　　　5輯）
　　　一」松本藩の坂井村（6戸），四賀村（6戸）波田町（5∫i）

　　　　榊□村（ユfj）にっいては多田井氏の調査住宅による。

1一±’ト　4）本研究における現地復元調査住宅の戸別データN皿について

　は貞圭終鮒㌣書に掲載するので，それを参照されたい。

（図一3）松本，諏訪，甲府，上田藩領域の住宅型分布
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とられている。

　南部の⑪地域に分布している住宅は，前座敷系住宅が

隣接する甲府藩（北部）の鍵座敷系住宅のタテ型座敷構

成の影響を受けて成立したとみられる折衷型D住宅が集

中的に分布している。この折衷型D住宅も，前座敷のト

コ形式は中トコであり，前座敷に中トコを持つ住宅は諏

訪藩の特徴であることが判る。

　以上の如く，諏訪藩では，同じ前座敷系住宅であって

も，発展過程の異なる3つの住宅が藩内の3地域に分か

れて分布しているのである。この藩内の3つの地域は東

五千石の㊦地域が藩の直轄地である。◎，⑪地域はそれ

までの地方知行を召しあげ，延宝2年（1674）に下筋・

東筋・西筋に3分割し代官統治に変化している。中トコ

付の前座敷系住宅の分布域（◎地域）は下筋・東筋の地

域に該当し，中トコ付の折衷型が分布する⑪地域はこの

西筋の代官統治域と一致するのである（10〕。従って藩内に

おいて同じ系統であるが，発展過程の異なる住宅が地域

的に分かれて分布していることは，前報告の延岡藩でも

ふられたように，藩内支配体制の人為的枠組みに強く規

定された結果と言えよう。このことは，農家住宅の平面

構成が人的文化的条件に規定されていることを更に実証

するものである。（延岡藩では高千穂地域とそれ以外の地

域とは分布する住宅が異なる。それは，どちらも併列型

からの発展系であるが発展過程の異なる住宅である。こ

の高千穂地域の支配体制は藩内の他の地域とは異なる）

　次に，諏訪藩の南部に隣接する甲府藩（北部）は諏訪

藩の前座敷系，折衷型D住宅とは異なる鍵座敷系住宅が

分布している。この甲府藩を含み，甲斐の国の住宅の分

布形態を既存の調査資料（山梨県の民家一山梨県教育委

員会編）を使い，本研究の分類方法で分類し作成した住

宅型の分布図が（図一4）である。甲斐の国は中央部の

天領の他，甲府藩と谷村藩が江戸の中期まで領域を形成

　している。その後，2藩とも江戸中期に廃藩して天領に

なったまま幕末に至っている。まず，甲府藩領域をみる

　と，諏訪藩との境界域から中央地域までに分布する住宅

は，一部の前座敷系住宅の混在があるものの，鍵座敷系

住宅が支配的に分布している。その南部域は前座敷系住

宅の分布域である。このように，甲府藩領域にも異なる

系統の住宅の「混在化現象」がみられる。甲斐の国の中

一己・部の天領域（江戸全期間）は完全なる前座敷系住宅の

分布域である。その南東に隣接する谷村藩領域は鍵座敷

　系住宅が強く分布しており，隣接する天領域とは異なっ

　ている。

　　この様に甲斐地方においても，江戸後期の農家住宅の

　分布傾向は，江戸初・中期まで存在した甲府藩，谷村藩

　領域が江戸後期に建てられた農家住宅の平面構成とその

　分布圏域を規定しているのである。

写真一2

口1

0

＾

図、O

み
㊥

中トコの事例（諏訪藩農家）

長野県諏訪中州（住戸No．11）

塵圃　　　　　　（lNDEX〕
　　　　　　　　　　口座鐵系住宅
　　　　　　　　　り　前座螂系佳宅
　　　　　　　　　一　〇領蠣界欄

　口。⑭C殴口、
　　　凪　唱口。　　　・O
　　　　匝因
　　②　　　　〕5H2～1724「

　　如ヰロ
　　　、口8

二三∵な渚㌃
　　　・O㊥・　　　　　　　　　　　　口π

む舳母O㌔へ西サ
　　　　留・・　　　川…＝卜17㌶

口ら国　。。口瓜　8尉

q母智㌻苛』㌧
　　　　　　　　　　　　　口月口
　　　　　　　　冊

　　＾榊、竈．火111舳11卜」・洲‘t川！川二火帥化舳■〔乍る

　　　8榊，”長岬1舳トい永」・・川・l／川1化幕木さて圭る

　　　C人頷（山1乍期を適して人頷』

1二二ぶ…淡搬亭燃二鴛驚∴二

　　来祉などを参考に作成した。

（図一・）甲斐の国（現山梨県）の藩領域の変化と住宅

　　　　型分布

　（II－3）各藩の農家住宅平面構成の発展過程

（1）東北南部地方4藩の農家住宅の発展過程

①トコなしの前座敷広間型からトコ付の鍵座敷広間

　　　型への転換過程（三春藩の場合）

　（図一5）は転換過程のモデル図である。①のトコの

ない前座敷広間型（三っ間取り）の梁問は3問～3－5間

である。この梁間いっぱいの奥行（妻行き寸法）の住宅

からその奥側に下屋を拡大した住宅が②である。広問

（H）の奥の梁端と下屋の境の上部は梁がかかる桁梁か

らのタレ壁になっている。このタレ壁の奥は食器棚など

の物置場となっている。妻行寸法の拡大によって寝所

（N）も拡大している。この寝所と住宅表の座敷（Z）
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 　との間は板戸，襖で間仕切られ，養蚕，接客時こは両室

 　が使われている。更に妻行寸法が拡大して，広間の奥が

 　間仕切られて寝所になり，元々寝所であった部屋は③の

 　如く座敷に転換している。この結果，前座敷からタテ型

 　座敷構成に変化している。この奥座敷にトコが設けられ

 　て④の鍵座敷広間型が成立している。一方，②のトコな

 　しの前座敷広間型からその前座敷にトコが設けられ⑤の

 　トコ付の前座敷広間型住宅への発展も僅かにみられる。

 　以上の過程を事例で検討してみよう。事例－1はトコの

 　ない前座敷広間型住宅である。梁間3間，凄行き4間で

 　あり，住宅の表と奥の各半間が下屋である。広間（ダイ

 　ドコロ）の奥は仏壇などが置かれている。梁間を3.5間に

 　し，妻行寸法も4間に拡大した住宅が事例－2である。

 広間の奥はタレ壁のある物置場である、更に，梁間3.5間

 のまま妻行寸法を5間に拡大した住宅が事例－3であ

 る。広間（ウワイドコ）の奥が間仕切られて寝所（ナン

 　ド）になっている。そして，上手の奥の郁屋は7.5帖に拡

 大し，ナゲシが貼られ「トコノマ」と称する奥座敷となっ

 ている。トコなしの前座敷広間型から妻行寸法の拡大に

 よる鍵座敷広間型への過渡的住宅であろう。そして，奥

 の座敷にトコが設けられて事例－4の纏まった平面構成

 の鍵座敷広間型に発展している。この異なる系統への転

 換過程は規模拡大に伴う座敷空間の拡大・拡充化にある

 ことは言うまでもない。それに，これはトコのない住宅

 からの転換過程であり，トコのある前座敷住宅からの転

 換は見られない。トコのある前座敷広間型からのタテ型

 座敷への発展は奥と前の両座敷にトコが設けられた折衷

 型D住宅への過程となる。このことは，座敷空間におけ

 るトコの付加は接客様式の確立を意味し、その後の住宅

 の発展を大きく規定したといえる。

 　以上からして，鍵座敷広間型住宅の成立は、前報告で

 実証した併列型からの発展に加えて，トコなしの前座敷

 広間型からの発展も存在することか実証されたのであ

 る。従って，太田博太郎氏の論述に代表される「鍵座敷

 系住宅はタテ型座敷が付加して成立した」とするタテ型

 座敷付加論(11)は問題があることは明白である。

 　②　二本松，相馬，磐城平藩の住宅の発展過程

 　二本松藩の農家住宅は前座敷系住宅である。事例－6

 はトコなしの前座敷広間型である。この住宅型の妻行寸

 法が拡大し，広間の奥に物置が設置され，寝所（ウラザ

 シキ）が拡大している住宅が事例－7である。寝所（ウ

 ラザシキ）と前座敷との間に欄間が設けられているが，

 これは養蚕のために通風を良くする故である。相馬藩の

 住宅が事例－8～10である。前座敷広間型から前座敷田

 の字型への発展がみられる。磐城平藩の住宅が事例－

 11～12である。鍵座敷広間型から鍵座敷田の字型への発

 展がみられる。

 　　　いり’　　11側2に1・lL
 　　　　　一ト
 　（図一5）前座敷広間型（トコなし）から鍵座敷広聞型
 　　　　　　（トコて）き）への転換過程

 　　　　　　　　　　　　　　層は村方三役のみ記入，以外は 　　　　　▲　　　　　　　　　　　　　本百姓層である。
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　（2）中部地方4藩の農家住宅の発展過程

　ここでは，同じ系統の住宅であるが，その発展過程の

異なる住宅が地域的に分かれて分布している諏訪藩を対

象にして，前座敷3段型住宅（本棟造り）と折衷型D住

宅への発展過程を中心に考察する。

　①　前座敷3段型住宅（本棟造り）の成立過程

　　（図一6）は前座敷3段型住宅の発展過程を表わした

モデル図である。事例－13は諏訪藩の東五千石（(B)地域）

地域に分布している庄屋の住宅である。前座敷田の字型

である。屋根はカヤ葺きの平入りである。住宅の表側の

2室は座敷一次の間で構成され，次の間の8畳の幅いっ

ぱいに式台玄関が設けられている。家族の部屋は奥の2

室である。食事をする場所はイロリのある土坐であり，

寝所は上手のカミオエであろう。このカミオエと表の座

敷との間は壁で仕切られ，住宅の表空間（接客）と奥の

空間（家族）が明瞭に区分されている。元未，農家住宅

には，このように明確な領域区分はない。一般に，農家

における前座敷田の字型住宅の土間に面する表側の部屋

は当初から明確に意図された前座敷の「次の間」ではな

い。それは，広間からの変化空間であり，日常的な接客，

寄り合いに使ったり，家族の就寝にも使う多様な意味を

持つ部屋である。これに対し，事例－13の住宅の特徴は，

次の間と土間との間は壁とトモマチの部屋であり，次の

間への入口の玄関構えが表側に面するという明確な接客

空間（玄関の間）の構成である。この平面構成の特徴は

諏訪藩城下町の上級武士の住宅にみられ，その関連が示

唆されるのである。

　事例一13の住宅型の奥側に更に寝所が確保されて事

例一15．16の間口より奥行きの長い前座敷3段型住宅の

成立となる。事例一13では寝所であったカミオエは事

例一15では準客間に，事例一16では主人の居間として変

化している。この住宅の奥行きの拡大に伴いヨコ長の住

宅からタテ長への変化となる。棟構成も変化し平入り形

式から妻入り形式へと変わったといえる。このように，

住宅の表側の前座敷と玄関構えのある次の間の特徴的な

接客空間に加えて，妻行りの屋根形式と庇のある玄関正

面の外観も諏訪藩域下町の武家住宅とかなりの類似性を

有し，その継承が強く示唆されるのである。

　事例一14は諏訪藩(C)地域の本百姓の住宅である。(B)地

域の事例一13の住宅とは違って，家族の日常的食事場所

は表側の「オカッテ」である。その前側の一隅には流し

がある。それに，座敷は6畳と狭く，トコは中トコであ

る。奥の2室は寝所である。この住宅型は本百姓だけで

なく，この地域の庄屋層の住宅にもみられるのである。

このように，事例一13と事例一14は同じ前座敷系住宅で

あっても，その発展過程が異なっているといえよう。

（事例一12〕蟹城平落（福島県いわき市下川〕
鍵座敷田の字型（福島県の民家より〕

前座敷3段型住宅

前座敷田の字型・チャノマけエイ）の拡・中ザンキ（上オエイ）の設置・ナンドの増設

H NNz
T N T Nz

〉

Zc Z Zc Z Zc Z

（平入）

▲　　▲公 　▲令

，注）室言己別は（図一2）に同じ
　　　（図一6）前座敷3段型住宅の成立過程

穴

（事例一13〕諏訪落（長野県塩尻市北熊丼〕
住戸No．34前■座藪田の字型（重要文化財・
　　　17C末）（庄屋）

一」一王

ポ÷㌻、十坪

；　　寸　　、」J
　　　　　　肌　　　　炉
　　　　　　　▲

（事例一14〕訳訪落（長野県茅野市安国寺）
住戸No．14

（事例一15）諏訪藩（長野県松本市寿小赤〕
住戸No．28

武省玄閲
（肇例一16〕諏訪藩（長野県松本市中山）
住戸No．30　前座敷3段型（本棟造り〕（江
戸時代）

　②折衷型D住宅の成立過程

　諏訪藩の南部の(D)地域を中心に分布している折衷型D

住宅はタテ型座敷の両座敷にトコが設けられた住宅であ

り，広間型と田の字型がある。この住宅型は，トコ付の

前座敷系住宅からの発展と考えられるのである。（図一

7）はその発展モデルである。前座敷田の字型が多く分

布している(C)地域の折衷型D（田の字型）が事例一17で

ある。住宅の表側の座敷は諏訪藩の農家住宅の特徴であ

る中トコが設けられ，奥の座敷にもトコがある。また家

族の日常的食事場所は諏訪藩(C)地域の農家住宅の特徴で

ある住宅の表側の「カッテ」である。明らかに事例一14

の住宅型からの発展である。(D)地域に分布している折衷

型D（広間型）が事例一18である。表側の座敷のトコは

中トコである。前座敷広間型からの発展とみられる。こ
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 のように，同じ折衷型でも広間型と田の字型が存在する。

 これは，諏訪藩の農家住宅は前座敷計の前段階の広間型

 が南部の(D)地域に分布し，その後段階の田の字型が(C)地

 域に分布するという発展段階の差異か地域的に存在して

 いたことを意味している。その地域的差異を有したまま

 鍵座敷住宅のタテ型座敷構成の影響をうけて，(D)地域で

 は前座敷広間型住宅から広間型の折衷型D住宅へ、(C)地

 域では前座敷田の字型から田の字型の折衷型D住宅へ発

 展したといえよう。

 　③　松本，上田，甲府藩の農家住宅の発展過程

 　松本藩領域に支配的に分布する作宅は鍵座敷系住宅で

 ある。事例一19は諏訪藩に近接する(A)地域の住宅である

 4間の梁が妻行き一杯にかかり，トコ部分のみ下屋であ

 る。トコは奥行き2尺程の質素なもので仏壇は寝所の（コ

 ザシキ）に置かれている。同じ藩でも白馬村地域の住宅

 は広間に面して仏壇を置く。事例一20は鍵座敷田の字型

 である。奥の寝所のコザシキが2室に増え，部屋も拡大

 している。この松本藩の鍵座敷系住宅も並列型からの発

 展が存在することが既往の資料からも実証されるのであ

 る。事例一21は住宅の奥行きが5間と深いが併列型であ

 る。広間（イマ）の奥は部屋ではなく仏壇などの置き場

 である。上手の座敷は妻行き一杯にとられた20帖の座敷

 1部屋である。この広間の奥が間仕切られ，部屋が設け

 られて併列型変形住宅となる。更に，妻行きが6間に拡

 大し，広間の奥の部屋も拡大し，座敷は奥と前の2室に

 分割される。そして奥座敷にトコが設けられて事例－24

 の鍵座敷広間型住宅が成立している。

 　甲府藩の鍵座敷系住宅が事例一24,25である。同じ鍍座

 敷系住宅でも上述した松本播の鍵座敷糸住宅とは規模，

 平面構成において相違がある。即ち，規模で甲府藩の住

 宅の方がかなり大きく，イロリのある広間は松本藩住宅

 の表側に対して，甲府播住宅は奥側である。表側を接客

 空間にかなり優先した構成になっている。この甲府藩の

 中・南部地域には下層農家の住宅と思われる江戸中・後

 期の前座敷系住宅もかなり混在していることから，鍵座

 敷系住宅は後期の上層農家の住宅とみられる。これに対

 し，松本藩の上層農家の住宅は南郷の一部前座敷3段型

 住宅を除いて下層農家とは余り差はない。

 　上田藩の前座敷広間型住宅が事例－26、その田の字型

 が事例一27である。2例とも庄屋層の住宅で，中座敷が

 設けられている。しかし，座敷構成は前座敷であり、隣

 接する松本藩の住宅とは異なる。本百姓の住宅はこの住

 宅平面の下手4室だけの住宅が多い。4室構成の田の字

 型住宅においては，イロリのある食事の場は諏訪藩の住

 宅とおなじく表側にあり，奥の2室は寝所である。しか

 し，諏訪藩の特徴であった中トコは全くない。また前座

 敷の奥側の寝所が拡大し，その部屋にトコが設けられて

 座敷化した折衷型D住宅も分布している。

 舳々1撒〃斗閉榊 前座敷田の字型 折哀型D岱宅

 トコ 圧1団、一

 ・窒　＼

 田‘　　　1

 甘、閉型  　　　■4童　　・

 lllのF’1■、  ●

 ‘  ‘ 4室  4室

 ・…一〕　’宗。Lヨ…一は；k」一2）と」’j」し’

 （図一7）折衷型D住宅の成立過程

 ；抑1」一17〕．敬．r五1瀞11壬酬い諏誘
 1h植壷田∫「 作∫」No，24　析哀弔■」D　小卜］f・』1
 （1リ1治時代〕

 ／葵例一18〕諏訪藩（長野県富』二見町富上見〕
 住戸No．17折哀型D（中トコ付）イタ葺き平入
 ／江戸時代〕

 　　▲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■’■u■　■ 、註湘・燃二1、絨悌鰍金㌧芦榊鰍瀦榊鮒

 　。1．．．．．．．．．ピ

 （察例一一21〕松本藩（展野県一1篤村飯坂〕
 f芹411」｛■」　“．…濃o〕上ぐ装、‡り〕

 　　　　　　　、」

 ▲、　川1

 （事例22）松本藩（震野県白篤村）
 併列変形1信濃の民家より〕

 1：事例一23〕松本藩（長野県白馬村南谷地）
 錘饅傘敷広間型　（信濃の民家より〕

 島、∴、lT｝、1：、1、∴L。

 ’｝十灯’士＾1一・一一F■｛一什‡十■寸
 　　　．＝　　　　｝　　　　十一
 　　　■螂
 　　　」　仲’’
 　　　」．．

 二、」廿1二∴ふ

 峰例一24）甲府藩
 （山梨県長坂町大件ヶ森）
 住戸No．38　鍵座敷広間型
 （江戸時代〕

 一、事例一一25）甲府藩（山梨県
 小淵オτ心ド久｛呆〕
 住戸No．42　鍵座敷田σ）字型

 　（江戸時代）（庄屋）
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　（II－4）結論

　①東北南部地方の4藩，中部地方の4藩の農家住宅

も藩領域によってその平面構成（発展系統）が異なり，

その藩独自の平面構成が成立している。

　②しかも，ある藩領域が江戸後期に天領化，他藩の

飛び地化した地域においても，江戸中期までの藩領域が

江戸後期に建てられた農家住宅の平面構成と分布圏域を

規定している。

　③異なる系統の住宅が混在分布している「混在化現

象」は，江戸後期において，異なる系統の住宅への発展，

即ち，「転換過程」がその藩で展開された結果の分布現象

である。

　④鍵座敷系住宅は，前報告で実証した併列型からの

発展過程に加えて，トコなしの前座敷広間型からトコ付

の鍵座敷広問型への「転換過程」が存在している事実が

実証された。従って，これまでの定説の単なる「タテ型

座敷の付加過程」を中心として成立したのではない事は

明白である。

冬
変11・

曇

（事例一26〕上田藩（長野県
東部町大宇和〕
前座敷広問型（重要文化財，
17C末〕（庄屋）
（日本の長肇菜より）

β1

蟹
†

曇
昏

（事例一27）上田藩
（長野県東部町海善寺）
前座敷田の字型（江戸碍代丁
（明稽丁ア年泰御ガ奉研禿謁査）

　⑤松本平野の南部を中心に分布している，前座敷3

段型（本棟造り）住宅は，藩領域と武家住宅の関連でみ

た場合，諏訪藩域下町の武家住宅の平面構成と外観の特

徴的形式が，松本平野に面した諏訪藩の東五千石地域の

上層農家住宅に継承して成立した住宅型と考えられる。

それが周辺の松本藩の南部地域，天領地域の上層農家へ

と普及したといえる。（これはm章でも考察する。）
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（表一3）東北（北），東北（南），中部，九州の23藩の

　　　　農家住宅概要

（注一1）　　（室記号）Z　（ザシキ）H（ヒロマ）N（ナンド）

　　　　　　　　T　（チャノマ）Z蜆（寝所兼用ザシキ）

　　　　　　　　N、（ナカザシキ）S（モノオキ）

　　　　　　　　Z。（下座敷一次の間）

（注一2）　各藩の名系統の住宅の内，各系統の広間型と田の字の

　　　　分布状況
（A）　その系統の広間型が多く，田の字型が少ない藩

（B）　その系統の田の字型が多く広間型が少ない藩

（C）殆んどその系統の広間型が分布する藩

（D）殆んどその系統の田の字型が分布する藩

（注一3）■トコ
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m章　藩領域で，その藩独自の特徴的農家住宅平面構成

　　　が成立した理由と要因（武家住宅と家作規制から

　　　みた場合）

（m－1）在郷武士と城下町武士について

　（表一3）は前報告と本報告で実証した東北北郁，東

北南部，中部，九州地方の23藩について，藩で異なる農

家住宅の平面構成と分布形態を纏めた1・のである（北陸，

近畿地方の藩についてはフルレポー・一トに掲載する。）

　では，何故に各潜で独白で独特の農凍住宅の平面構成

が成立し，何故に隣接する他藩の住宅とは藩領域で異

なっていたのであろうか。

　江戸時代の幕藩体制の本質は，幕府・潜権力ともに農

民に対する年貢収奪にあったことは論を待たない。

　その年貢の未進をなくし，増大を計るために，藩の実

状に応じた農民に対する様々の生沽統制・規制を含めた

諸政策が展開したといえよう，＝一・一方，岩二蓬民にとっては，

只搾取されるがままの生活ではなく，年貞収納と夫役を

前提とした藩の枠組みに限定されながβ）も，本【三r姓農家

の自由・自立化と，共同体体制に基づく村のかなりの白

治権が存在したといわれる｛12〕．従って，藩独nで独特の

農家住宅の成立は，大きくみれ1、ゴ，こ：ク）トからの規定と

下からの志向発展の条件下で，その潜の丈化の総体とし

て実体化したものといえよう。

　江戸時代から現代に至るまでの農家住宅（ア）発朕過程を

概括すると，その平面構成が急激に大きく変動した時期

は2度ある。最初の変動期は江プ時代叶I・後期であり，

2度目はつい最近の昭和40年代である、．こ（ア）2つの変動

期は社会状況に2つの共通点がみられる、第一・一・は農村社

会への商品経済の急激な浸透である。第二二はそれに伴う

農民層の両極分解，階層分化である。勿二命，江〔」時代中・

後期と昭和40年代とでは，その内容，規模に大きな差異

があるが、本質においては同・一一てある＝］またその変化は

藩，地域によって差異があったことは時代が変わっても

基本的に同じである。かかる農村杜会状況（7）なかで，水

呑み層農家，日雇い，非農球の増大する反而，豪農の出

現，小農本百姓の白立化・成長＝が促進きれ，音111分的な生

活消費財の向上を伴う…定の牛活の質的発腿があった。

江戸時代中・後期における農家住宅平i11傭成の変動は，

その様な中での住宅の規模拡大，家族住化沽空間の拡大，

接客行事の増大と村の階屑構成に規定された家格表ホの

ための接客空問の確保と拡充によるものである．、

　この展開も，当然藩で差異があった、，かかる状況のな

かで，各藩で独白で独特の平而構成が成、1ン：した人的・文

化的条件としては，外的なものと内的なも（ηに分けられ

よう。前者の外的なものとして，そク）瀞ク）武家住宅の影

響，家作規制，農業生産構造と播の施策1などが考えられ

る。後者の内的なものとしては，江∫瑚における伝承慣

習行事，分家の創出（同質平面の増加），本百姓層農家の

家格意識による同質平面の志向と上層階層への住宅志向

などが考えられよう。

　藩で住宅か異なり，その藩独自の住宅が成立した理

由・要因の解明作業はその緒についたばかりである。本

報告では，先ず外的なものとして，農家住宅と武家住宅

との関連を中心に家作規制を含めて考察する。その理由

としては，第1に江戸時代中・後期における農家住宅の

発展は，先述したように家族住生活空間の拡大とともに，

主として座敷空問の拡大・拡充化にあるが，その座敷構

成，室内意匠”玄関構え，室名呼称などがその藩の武家

住宅の書院造りの座■敷構成からの継承が考えられるので

ある。それは、住宅における接客空間の確立が農家住宅

より武家住宅のノ∫が早く，それも，江戸初期の域下町整

備に伴って，」∴中級武士の住宅に，その肇坤自ρ虫特

の接客空問を巾心とした住宅空間構成原理の歳立・普及

があったと思われるからである。第2に，家作規制から

は，武家住宅，農家住宅に対するその藩の考えと住屠観

を捉え，その藩σ）その時代の武家，農家住宅の発展動向

を考察できるからである。

　江戸時代に於ける武士階層は居住地別に分類すると城

下町に舳主する武士二と在郷に居住する武士に分けられよ

う。江戸初期から吋11期にかけて多くの藩では，藩主の農

民に対する直接芝配と兵農分離のために，在地領主制を

解体し，藩上二を地方知行から蔵米取りに切り換え，武士

に対して在郷から城ド町への集住化を行っている㈹。然

し，藩によっては，江トi後期まで制度として在郷に武士

を屏住させている潜も少なくない。また在郷武士の制度

かなくなっても，実際には江戸後期まで在郷に居住する

武士がかなり多く存在した藩もあり，それらの形態は一

様ではない。武刺主宅と農家住宅の関連は，この在郷武

…二一城下町武一土1の住宅との関係において考察することが重

要であろう。在郷武十は生活面において農家に近接してお

り，城下町武上■寸在郷武士住宅における空間的諸特徴の農

家住宅への継承媒体としての存在が想定されるのである。

　各藩における在郷武士の実態を整理すると以下の3つ

に分類される。（Dは，藩の在郷武士制度が江戸末期まで

有二在し，かな一）多くの武士が在郷に居住していた藩。②

は，地方知行の廃止に伴って藩の在郷武士制度はなく

なったが城ド町唐住の困難さ，生活条件などから，実際

には江パ全期を通じて，かなり多くの武士が在郷に居住

していた藩。（3）は，農民などからの極く一部の登用郷士

が在郷に存介するものの，在郷武士制度もなく，在郷に

武十は殆ど有＝在しなかった藩である。

　前章までに実証した23藩における在郷武士の分類は

1：炎一4）にホしている。上述の分類で①の藩は仙台，

米沢，杣馬，磐城平，延岡，人吉，熊本の各藩である。

②の藩は盛岡，．諏、訪藩。③は他の14藩である。武家住宅
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（表一4）各落の在郷武士の分類と武家住宅の調査概要
地方 在郷武士の分　　　類（注1〕

武家住宅調査概要
竈名

調筒数 階　o 姦雫

盛　岡 O 596 」二・中・下 城下武士

仙　台 ◎

米　沢 ◎ 31 中・下級 蓑篭圭

上　山 X 6 中・下級 城下武士

山形諸

会　津 X

壕益

二本松 X

東北廟

三　春 X 3 中級 城下武士

相　馬 ◎ 6 中・下級 在郷武士

磐城平 ◎

松　本 X 】 鰐 在郷武士

諏　訪 O 2 上・中級 姦鴛圭

甲　府 X

上　田 X

臼　杵 X 18 中・下級 城下武士

岡 X 5 中・下級 城下武士

佐　伯 X 3 中級 城下武士

延　岡 ◎

人　吉 ◎ 67 中・下級 驚圭

熊　本 ◎

椎　葉 X

米　良 ○

（注㍑鶉オ㍑鑑瓢ζ1，鰍期を通じてかなり多くの武士が醐屠住　　　　　している蕎。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盛岡　Ilタイプ（O）蕎の在郷武士制度はないが・地方知行の残存などから在郷1乙武士がかな　　　　　　　　　　　　　　　　　　米沢　　　　　り屠住している蕩。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上山　皿タイプ（X）口民・町民の極く］部の登用郷士が存在するものの在郷武土制度もな　　　　　　　　　　二春　　　　　く在郷武士も殆んど存在しなかった落。　　　　　　　　　　　　　　　　　　相馬　　　　　（表一7）落別にみた各蒼の武家住宅の座敷構成　　　　　閉　撒〕慧訪

； ●
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……
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計　　佐伯 ● ● 2 1 ■ ■ 3　トコ軍（平トコ〕
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’2 囲 2 1
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r　！ 2 1
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1 1 1
250石以上 1 1 1 ヨ 6，ぺ　。、，

1 5一■■■■十■■■」　　■ 5
300石以上 1 2 6 2　　4 4 1　20■

！　　2 2
■ト 1』　　350石以上 2　　2 1 1　　6

］1別 1 ・121
1、■　　■　■　　　　止　　　　　」　　　　　　■　　　■

3 11刷　　400石以上5〕　不　　明　　そ　の　他

… 1，14　　　　　1　　　｛割1　　　　　・　　　（1

’　1 ；
岡 ll

；
、1、 1、

三三
；1

2　　　　　・　　　（2 1 1 〔　1 ヨ〕　　　　計 65 22 ，3 4　596

（注1）在郷武士は以下の3つに分類した。

　1タイプ（◎）落の在郷武士制度があり，竈政期を通じてかなり多くの武士が在郷屠住

　　　　　している蕎。
　Ilタイプ（O）蕎の在郷武士制度はないが．地方知行の残存などから在郷1乙武士がかな

　　　　　り屠住している蕩。
　皿タイプ（X）口民．町民の極く一部の登用郷士が存在するものの．在郷武土制度もな

　　　　　く在郷武士も殆んど存在しなかった落。

　　　　　（表一7）落別にみた各蒼の武家住宅の座敷構成

は戊辰戦争，西南の役，前大戦の空襲で焼失している藩

が多い。本章は（表一4）の本研究の復元調査を含めた

調査事例から在郷武士の分類別に，①は人吉，米沢，相

馬藩，②は諏訪，盛岡藩，③は臼杵，岡，佐伯，上山，

三春，松本藩を対象に考察していく。
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られ，この藩の農家住宅もタテ型座敷をもつ鍵座敷系住

宅が支配的に分布している。ヨコ型座敷は米沢藩以外の

各藩にみられる。この座敷構成と階層との関係を盛岡藩

の武家住宅でみると，次の間のない住宅は下級の扶持取

り層に多く，次の間のある住宅は中・上級の知行取り層

に多い。次の間のある住宅のうちでタテ型座敷を有する

住宅は78例（13％）ある。これらからして武家住宅の座

敷構成は多様であり，それは藩，階層に1よって異なる傾

向にある。ところが，その座敷構成の主要な要素空間で

あるトコーエンー庭の位置関係に注目すると，座敷の構

成，方位には関係なく，（図－8）にみるように，殆んど

の住宅においてはトコとエンは直角の配置構成でありそ

のエンの外に庭が設けられるという法則的配置がみられ

るのである。従って，武家住宅における接客方式は各藩

で法則的であるが，その空間現象形態が藩で異なってい

るといえる。これは，農家住宅のエンとトコの配置につ

いても同じことがいえるのである。

（m－3）在郷武家住宅と城下町武家住宅の関係からみ

　　　　た農家住宅との関連（家作規制を含めて）

（1）在郷武士制度のある藩の場合

　①（人吉藩について）

　人吉藩主の相良氏は中世からの旧族居付の大名である

人吉藩の在郷に住む武士は2つに分かれる。1つは，徒

士以上の給人層で「御家士」と呼ばれる正式な藩士であ

る。他の1つは，主として農民からの登用郷土である。

軽輩（足軽）とも言われ生活の実態は法制面からも百姓

同然である。苗字，帯刀，傘，足袋などが特別に許され，

村方三役勤めが可能な「郷士」である。この「御家士」

と「郷士」の両階層は同じ村内に住んでも，「郷士」は「御

家士」に対し「…御失礼なく，家士と見掛候て，傘，頭巾、手拭

等をかぷり候者ハ取之…賂…」｛14)文化4年（1807)「［人吉藩諸法令］

とあるように，その身分的差異は明確であった。この在

郷に居住する江戸後期の「御家土」は（表－8）にみる

ように文化2年（1863）では全給人，徒士層592人の6割

強にあたる400人が藩内33村に居住している。1村当たり

の「御家士」の平均居住人数は12人である．在郷屠住の

「御家士」は下級武士の扶持取りが8割を占めるが，知

行取りの上・中級武士も江戸後期には増加している。一

方，「郷士」（明治初年に3310戸の郷士がいた）は村内戸

数の約2～6割をも占める（表－9）このように，在郷

に居住する「御家士」と「郷士」が江戸時代全期を通じ

てかなりの数に及んだ理由は、人吉藩は2万石の小藩で

あり，その南北を熊本と鹿児島の大藩に挾まれた土地条

件故の軍事的防御と生活維持のためであろう。ここでは，

在郷武士の住宅は「御家士」の給人層の住宅でみていく。

　　（図一8）トコ，エン，座敷，庭の位置関係

（表一8）人吉藩の御家士（知行，扶持取以上）の居住地

、、＼記録　　　　＼＼青＼　　　　　　＼＼分居住地　　　　　＼　　　　　　　　　、犬保元年（1830〕文久2年（1863〕
分　限　帖 御領内分限帖

一■■　」川o■一知　行　　扶持（切米）知　　行扶持（切米）
一’一＿一■■■」’一1⊥■■■■皿

城　　　下　　　町152　　　　147 122 70
一■’■■■■止■■■　」皿一■■』一■　　■■■＿　　■．＿■＿＿1・■■一一　　I」’■在郷村　（33ケ村1129　　　　238 64 336
’⊥　　11■■　　■　1■■’■’■’■■’■’『■』■’■　ユ■’（脇竺ざり．’■一■■（29〕　　　（l06）（34〕 （128）
■■

計 ユ811　　　　381186 406

、　’　　1
村 多良木 黒肥地 久　米 奥　野 槻　木

身分 ．’諸奉公人 10 5 2
●

一寺　社 ’一　　　　　　　　　’1五一 10 6 2 4‘
一一修験道 jし＿ 9 6 1

●
’ ’郷　士’ 217’一山’131

141 33 47

百　姓． E15一’一’104 63 26 8＿
’又百姓’ 70一’一一78 17 2

●・
大畑町人 ● ● ● ●■一1’’ 一
’盲　目 1

● ● ●■一■’一■’ 計 356 343 238 66 59

（注）　「多良木町史一より筆者が作る。
（在郷の御家士を除く）

（注11　「多良木町史1より筆者が俗る。

　　　（表一911多良木各村の身分別戸数（江戸後期）

（表一10）西南の役家屋焼失調（明治12年作成）の球摩
　　　　郡（人吉藩領域）編の身分内容

二　族

67戸

（表一11）人吉藩武家住宅（城下・在郷）の建築年代（±

　　　　族判明分67戸）（西南の役家屋焼失調）

1ゾ色一土，341㌧…台

3戸　3戸　1」］　16戸　5戸

慶　応

4戸

明　治　年　代
1～8年）不明
6戸　　30戸

合　計

67戸

（表一12）人吉藩武家住宅の住宅型別分布地域　母屋梁行寸法

　　　　（西南の役家屋焼失調）

ぺ“ll㌦1μギ作法片
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ている。その焼失届け帳には村の士族3名の証明印があ

り，資料の信憑性は高いと思われる。この中で，人吉藩

領域であった球磨郡の身分の判明した士族67戸について

考察する（表一10）。士族67戸の住宅の建築年は江戸末期

から明治初期である（表一11）。なかでも文久年間が多い。

建築年代の不明な住宅は30戸あるが，ほぽこの期間に建

てられたものと思われる。

　平面構成は併列型と，併列型から発展したと考えられ

る併列鉤屋型が8割を占める（表一12）。しかも，在郷と

城下町の両地域にそれらの住宅型の分布がみられる。人

吉藩の武家住宅は域下町居住武士，在郷居住武士ともに

同じ住宅型であったことが判る。この武士の住宅型は人

吉藩の農家住宅の平面と全く同じ形式である。それに，

前報告で指摘したように，併列型住宅は一部の山間地の

特殊な住宅型でなく，農家・武家住宅に於いて平地にも

分布する一般的・原形的な住宅であったことが，前述し

た盛岡藩城下町の多くの併列型の存在とも併せて確認，

案証されるのである。
　この併列型から併列鉤屋型への発展は炊所，台所，寝

所の機能分化による住宅規模の拡大過程である。それは，

（表一13）にみるように，①小規模の併列型住宅は炊

所が全て居宅と同じ棟にあること。②小規模の住宅より

大規模の住宅で炊所が別棟の傾向にあること。によって

も示される。これらの事実から，一部で言われていた別

棟のカマドのある炊所空間が主屋（居宅）部分と結合し

て鉤屋型が成立したとする説は完全に問違っていること

が判る｛15）。

　更に平面事例で考察してみよう。

　先ず，城下町の武家住宅である。事例一28は妻行き2．5

間，桁行5間の狭小な2室住宅である。下手の四坪の部

屋は座敷であり，その表側の下屋は玄関であろう。上手

の四坪は食事の場の茶の間，その右は炊所である。裏側

の半間はトコ，押し入れであろう。この併列型の炊所の

裏側に下屋が設けられて鉤屋型住宅が成立している（事

例一29）。この下屋は寝所と思われる。表側に部屋が拡大

した鉤屋型が事例一30，31である。事例一31の規模の大

きい住宅で炊所が別棟になっている。

　次に，在郷の武家住宅である。事例一32は隠居宅が同

棟にある妻行き2.5間の3室併列型である。上手の五坪は

　トコのない座敷である。表側に玄関が設けられている。

下手は台所であり，そこが食事の場所であろう。その下

手は恐らく炊所と思われる。この併列型に次の間がつき

表に炊所を拡大した鉤屋型が事例一33である。裏側には

納殿が鉤型に突き出してとられている。併列型から奥に

納戸を設け，炊所を手前の方に鉤の手の形に拡大した併

列鉤屋型が事例一34である。このように，人吉藩の武家

住宅は城下町の武家住宅と在郷の武家住宅は同じであ

　り，農家住宅の平面構成とも同じである。また玄関の形

（表一13）人吉1蕃武家住宅の棟形式別の住宅型と居宅規

　　　　模（1階）
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 式，併列型から併列鉤屋型への発展過程も農家住宅と同

 じ傾向にある。

 　更に，家作規制から検討してみよう。明暦3年（1657）

 に家中に対して「家中屋作近年分ニ過候，自分以後身躯相當修勘

 要たるへき事」(6)（人吉藩禁令）とあり，江戸初期の武家住宅

 は既に拡大傾向にあったことが判る。ことことは，農家

 住宅より武家住宅の方が発展が早い事を示唆してい

 る。ところが，江戸時代中・後期になると家中一般に対

 しては，享保10年（1725）「家宅の営作随分軽くいたすへし，其外

 万事専に倹約を用へし…」(17)（人吉藩家中の制)とあるように凡

 そ抽象的な倹約令である。これに対して、下級武士（徒

 士），足軽，百姓に対して梁間，室規模制限が度々出され

 ている。後期のものをみると，丈化4年(1807)「小知徒士通、

 家作三間梁以上…略…」(18)（禁令），同年小知徒士通，家作五畳以

 下分眼に応じ…」（覚），同年「足軽，百姓，又もの家作五畳以下分

 限に応じ…略…附，百姓共掘立家の定法ニ候得共…」（都郷法令)，

 以上，人吉藩の家作規制は他の藩ニ比ぺてかなりの小規

 模の規制が下級武士と農民に出されている。このことは，

 人吉藩の特徴的住宅形式の併列鉤屋型の成立の外的条件

 の1つであったと考えられるのである。

 　②（米沢藩について）

 　米沢藩主の上杉氏は越後からの転封大名である。慶長

 6年（1601），会津から米沢に120万石から30万石に減領

 転封され，更に承応13年（1664）に信夫伊達地域を没収

 され15万石に減領され幕末に至っている。(19)従って，藩

 の石高に比し家臣団の数は多い〔寛文9年(1669）の直

 属家臣5,161人（米沢藩分限帳）〕(20)。そのことから家臣

 を城下町には収容しきれず，家臣の生活の自給を進め，

 農業の振興を計るため江戸初期には既に約220O人の家臣

 が郷村に居住している(21)。米沢藩の在郷武士の内容は長

 井政太郎氏の分類(22）によれば，①直属郷士(地方行政の

 一部と警備を担当）②陪臣郷士（米沢藩士の家臣）③登

 用郷士（農民の一部を郷士に登用）である。①，②が給

 人郷士であり，江戸初期は多くの屯山制1の屯田制の郷士集落を形

 成している。また各村に農業者として居住する給人郷士

 も増加している。（表一14）をみると，村に住む給人郷士

 の割合は江戸初期の7％から後期には47％に急増してい

 る。これは，江戸中期の「農民の減少と相対的に過剰な

 武士の存在は米沢藩の人口問題」(23)であったことから，

 武士（域下町，在郷ともに）とその二三男の土着，就農

 を奨励した結果(24)である。従って，城下町武家宅，在

 郷武家住宅からの農家住宅への影響は充分に考えられたよ

 う。
 　最初の城下町武家住宅は慶長6午（1601）の転封の際，

 会津から移住してきた家臣によって建てられている。r…

 侍組の居宅も始は仮住居にて追々建て替えし事なるべし。都面六、七十

 年前迄に建たる家は多くは土間にて座敷りを板敷きにし，柱は都面

 折打也。座敷と．云事はむかしは皆土間にて藁筵を敷て有しかぱ客

 の米る時，別に嘩亭’設けたがるが中占（天和，貞亨の頃）一間を客

 間にして，常に座を敷て置しより座敷と名付し事なるべし。古風の

 称也」(25)寛政2年（1790）（菅見談）とあり，域下町の武家住宅

 は江戸初期は堀立の仮住まいであったが，次第に建て替

 えて，土間だけの住宅から天和・貞亨期（1680代）には

 板敷の座敷が存在したことが判る。一方，農家住宅は「…

 百姓では正徳，亨保頃まで板敷なし…」前出（菅見談）とある。

 このように農家住宅の板敷の座敷の成立は城下町武家住

 宅よりも後れて亨保期（1700年代）であることが判る。

 江戸後期の大保期（1800年代）になると「農家の者次第に増

 長し家作をいわば総板敷，付書院，違い棚，大井，承塵，金舗，欄

 間、韓紙，障子，まわら障子，繁戸，玄関，槻の板縁…略…畳は六

 枚八枚裏双目…」(26)天呆3年（1832）せあぶり（米沢藩の諸事八ヶ

 条の記録)とあり，農家住宅が江戸後期にかけて武家住宅

 の書院座敷の形式を取り入れ急速に発展していることが

 窺われる。

 　現存している武家住宅の概要を示したのが（表一15）

 である。米沢播の農家住宅は鍵座敷系住宅が殆どである

 が，武家住宅は鍵座敷系住宅と前座敷系（平トコ）住宅

 の異なる系統の住宅が存在する。この2つの系統の住宅

 は城下町と在郷のどちらにもみられるのである。城下町

 にある住宅が事例一35である。39石知行取りの中級武士

 の住宅である。裏側への曲り家となっている。平面は鍵

 座敷広間型であり農家住宅平面構成と同じである。上座

 敷のヒロマと下座敷のニノマの名称は武家住宅独特の室

 　　（表一14）米沢藩小国小坂町の居住者身分別戸数

 明暦3年（1657） 寛政ユ2年（1800）
 ■■　■■　　　…止■■■■■　1　1　　■皿 皿1 戸数  石高  戸数  石高

 ’1■ユL■　■1　止 1」■■■■　　■一■　　■1’■■」　皿■ 1
 百　　姓  65  216．92  38  86．84

 』■　止’■■ L止■1　　　　1…　■■■■　1■皿
 （3）

 ■
 （0．40）

 侍  5  96．77  41  209．44
 ■11　　…■　　　　　　　　　　■　　■■…L ■■1■　　　■■1　　1■　L ■L

 寺  3  ユ7．43  4  35．76
 ■■■L1■　■　■　　止■ 一■■■　ユ■　’皿■　　一止■■1皿

 計  73  331．ユ1  86  332．44

 （注一ユ）」衰弗政太良鰯「上杉藩の郷土聚落の表（小国町
 　　　　小坂町高物成帖による）」より筆者が作成。

 （注一2）　（　二）内の数字は増岡入作の数字である。

 　　（表一一15）米沢藩の武家住宅の概要
 ＼可一紬

 室数（1階） 住宅規模
 （ユ階）

 、  ■曲直  3　4　5　6 203040不
 室 坪坪坪  計

 り  ■ド
 住宅型  以 家家  町．郷

 以以以
 室室  室上  上上上明

 』1■■■　　■■■…… …止■■　一・一一一■十一一一一一 1皿　　　　　　　　　　　　　　　　■ ■  一 前座敷系 　　l　19101！l18 1　8 1O　・ 8　6　3　2 19戸
 一一一一一一・一一一一1一一一一

 鍵座敷系 　　　■5」63■； ・　2 7　2 1　7　3　・ 11戸
 L1　　　　　　　■L■■1
 その他 1．　工＝・ ●　　　　■ ・　1 ・　1　・　・ 1戸
 止■■■　　　　　　　■　　1’皿　　■■■　　■ 止■　　　　　　　　　　1　　　　　　　o ■  ■ l1＋ 15161521  1　10 ユ7　3 9　ヱ4　6　2 31戸

 （本研究による現地復元調査による）
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 名呼称である。ニノマの表側に玄関がついている。この

 玄関の形式は農家住宅にも広く普及している。寝所はワ

 リズマイであり，住宅の裏にある蔵との間のトリツギは

 隠居部屋である。事例一36は石高は不明であるが，中級

 武士の居住地域に建つ住宅である。曲り家の鍵座敷広間

 型である。下座敷（ニノマ）が4帖と狭く，玄関はない。

 下座敷のニノマが玄関の間の部屋である。ゼンブと称さ

 れる部屋は日常的食事空間の台所である。広間（チャノ

 マ）から機能分化したものと考えられる。この土間への

 分化は武家住宅で江戸中期にかなり進み，農家住宅では

 後期～明治期に進んでいる。ともに養蚕のための板敷化

 である。事例一37は同じく域下町に居住する下級武士の

 住宅である。前2例の中級武士の住宅とは違って座敷1

 室で次の間はなく，前座敷（平トコ）系の平面構成であ

 る。

 　米沢城から約4K離れた郷士集落の在郷武士の住宅が

 事例一38である。曲り家の鍵座敷広間型住宅である。事

 例一35．36の域下町武家住宅の平面構成と全く同じであ

 る。事例一39は同じ集落に建つ江戸中期のものと思われ

 る直家の前座敷広間型住宅である。このように，米沢藩

 の武家住宅は域下町，在郷ともに，次の間のある座敷を

 もつ鍵座敷系住宅と次の間のない座敷を持つ前座敷系住

 宅の2つの型がある。次の間を持つ鍵座敷系住宅が下級

 ではなく中級武士の住宅にみられる事。前座敷系住宅は

 直家で曲り家は鍵座敷系住宅にみられること。このこと

 から，武家住宅の鍵座敷系住宅は住宅規模拡大過程のな

 かで，上・中級武士の住宅形式として発展し，在郷武士

 の上層を通じて農家住宅に普及したと考えられよう。

 　米沢藩の家作規制は人吉藩のように具体的な住宅規模

 の規制はみられず，分相応を求めた倹約令の如きもので

 ある。寧ろ，「天井板，板敷の儀先條御制禁ニ候処，養蚕之ため

 格別の訳を以願出候ニおいては可能免候事」(27)文政9年（1836）（五

 月式日）とあるように農業振興を優先している。従って，

 米沢藩の住宅が隣接する上山藩，山形諸藩の農家住宅よ

 り規模が大きく，接客空間の拡充した平面構成の住宅が

 成立した所以である。

 　③（相馬藩について）

 　相馬藩領主の相馬氏は旧族居付の大名である。慶長17

 年（1612），中村築城の際に，舘主制の下で在郷に散居し

 ていた武士（給人）1096人のうち，28石以上の給人216人

 を城下に集住させ，27石以下はそのまま在郷に居住させ
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 て軍事，地方行政にあたらせている(28)。前者を府下給人，

 後者を在郷給人として分けている。さらに正徳元年

 （1711）以降，新開墾，献金などの功労により農民，旧

 武士より登用した給人格も存在する。これを新発地給人，

 または郷士と称している。この郷士は在郷給人とは身分

 的に異なる。相馬藩の在郷給人は江戸全期間を通して全

 （事例一35）米沢藩武家住宅（城下町）39石1中
 級武土）
 山形星米沢市西大通リ（江戸時代）（本研究の現
 地復几調査）

 ボ

 （事例一38）米沢藩武家住宅（在郷）（下級武土）
 山形県米沢市芳泉町（江戸時代）（本研究の現地
 復兀調杳）

 （事例一36）米沢藩武家佳宅（城下
 町）（中級武士）
 山形県米沢巾土成（江戸i時代）（本研
 究の現地復兀調査）

 　　　　　　　　　“

 （事例一37）米沢武家住宅（城下町〕
 （下級武上）
 山形県米沢市御廟！丁目（江戸時代）
 （本研究の現地復兀調査）

 　　▲
 （事例一39〕米沢藩武家住宅（在郷〕
 （下級武ヒ）
 山形県米沢巾芳泉町（江戸時代）（本研
 究の現地復兀調杳）

 （表一16）相馬藩給人の居住地の変化

 年代 慶長 明暦 元和 正徳 安永 文化 文久 慶応
 17年 4年  元年 4年  年間 年問 元年 元年

 居住地  （1612） （1658） （1681） （1714） （1722～ 181ト （1861） （1865）

 城　　下 216  253  478  478  642  543  389  452

 （府下給人） （19．8） （45．7 （31．4） （25．O） （29．4 （27．1） （20，2） （22．9）

 在郷村  880  301 1I126 1，436 1，549 1，466 1，537 1，530
 （在郷給人） （80－2） （54．3） （68．6） （75．O） （70．6） （72．9） （79．8） （77．1）

 1，096 554  1，640 1，914 2，191 2，009 1，926 1，982
 計
 （％〕 （100）（100） （100） （100） （100） （100） （100） （100）

 （注）「飯館村史」より筆者が作成。

 給人の7～8割を占める（表一16）。（慶長17年（1612）

 は1096人の全給人のうち880人が在郷給人であり，文久元

 年（1861）は1982人の全給人のうち1530人が在郷給人で

 ある。）その数も江戸後期は初期の2倍以上に増えてい

 る。村内の在郷給人の数も全戸数の1～2割を占める(30)。

 在郷給人の生活は「在郷給人は極めて小身故，百姓の業もなし，

 或は人足にもなり，或は馬追いにも成る時は，百姓同然下馬しして，

 給人立てを致さず，結局百姓よりも律義に致すべき義，給人の心入

 たるべき事」(31)寛政4年（1792）（武家法令）とあるように，知

 行地（年貢なし）と百姓同様の蔵入地（年貢あり）を所

 有し，農村社会の中にあって，日常的には百姓と給人の

 対立を避け農業振興の模範となるべき任を負っていたの

 である。
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 　城下町の武士（府下給人）の住宅が事例一40．41であ

 る。事例一40は150石（知行取り)の上級武士の住宅であ

 る。住宅内の領域区分は3っに1分かれる。住宅の表側は

 前座敷（ザシキ）一次の間（ナカノマ）の主客の接客空間

 である。その裏側は主人の居間（北ザシキ）と茶室のあ

 る準客の接客空間である。家族の居場所のチャノマ，台

 所などの家族日常空間はその両空間の上手に位置する。

 この3つの空間領域は各領域に対応した玄関入口が設け

 られ，その玄関の間の部屋によって領域区分されている。

 中級武士の住宅になると平面は単純化し事例－41の前座

 敷食い違い型になる。これは事例一40の上級武土の住宅

 の縮小と云うより，事例一40の住宅の前段階の住宅型と

 いうべきであろう。在郷給人の住宅が事例－42～44であ

 る。トコの形式が異なるものの3例とも広間型、食い違

 い型，田の字型の前座敷系住宅である。この在郷給人住

 宅の居住地は相馬藩の境界域からかなり離れた中央部に

 位置する。これに対し，相馬藩の南部の磐城平藩との境

 界付近は境界を防御するために在郷給人を集中居住させ

 ている。この地域の在郷給人の住宅が事例一45である。

 ナンドを上手によせて奥に上座敷をとったタテ型の座敷

 構成を持つこの地域特有の住宅である。隣接する磐城平

 藩に支配的に分布する農家住宅は鍵座敷系住宅であるこ

 とから，その鍵座敷系住宅のタテ型座敷構成の影響を受

 け，先例の相馬藩の前座敷広間型住宅から発展したとみ

 られる。このように，相馬藩の武家住宅は城下町，在郷

 ともに前座敷系住宅が基本であり，それは農家住宅とも

 極めて同質である。

 　相馬藩の家作規制は，正徳，寛政，大保の3回出され

 ている。その規制の内容は規模，室内意匠など詳細にわ

 たっている。天保期に出された主なものを以下に挙げる。

 　　（給人郷士家作の定）(32)天保11年（1840）

 　1，三間梁限リ．1，遺扉長さ二間限．1、離れ座敷無用．1，

 　行間七問限．1，裏板座敷計り．1，玄関無用．1，長押　無用

 　…賂…

 　　（足軽以下家作の定）同年

 　1，三間梁限り．1，遺扉長さ一間限．1，行間七間限．1，裏

 　板無用．1，離れ座敷無用．1，長押　無用…略…

 　　（百姓家作の定）天保五年(1834）

 　1，三間梁限り．1，遺扉無用．1、行間七間限．1，裏板無用．

 　1，離れ座敷無用．1，長押無州…

 　このように住宅規模は3者共に小規模に抑え，座敷は

 給人郷士にだけ認められ足軽，百姓には認められていな

 い。また相馬藩では農業振興のために弘化2年（1845）

 に二宮仕法をもって村づくりを行っている。その主要な

 1つに，村人口の確保と入百姓の受人れ，新分家の創設

 等を積極的に行い，その自立を助けるために新家作（573

 戸），厩舎（1053棟）を供与している(33)。この住宅は御仕

 法建と言われ，その平面は家作規制に順じた前座敷広間

 i紅1一才1ンキ十　一

 ム・t1毎珪抑

 （事例…一4ω梱馬藩武家住宅11域下町）150石（上級
 武1二）
 福島県相馬布表西山11江戸≡時代）■1相篤市史（通史編〕
 よ1〔

 ．司

 崎例一42）税鵬藩武家住宅（在郷）
 6石給入f■ド級武1’〕
 福島県鹿島町柚原i1江戸時代〕（18C
 初）
 （粁ヨ罵市史（通史繍彗〕よつ1

 」二⊥二一㌧

 （事例一41）相馬藩武家住宅（城下
 町）9石（代官職）中級武士
 福島県相馬市中野（文化7年一口伝）
 （相馬市史（通史編）よリ）

 　　　　　　　　　’
 （事例一43）相馬落武家住宅（在郷）12石
 （下級武士〕
 福島県鹿島町下小池（宝歴10年（1760））
 （相馬市史（通史編）よリ）

 （事例一一44）梱馬藩武家t寺」宅（在郷〕16石
 （ド級武」二） 福島県原町市北原（汕1’≡i時代1H相馬市史（通史
 繍11より〕

 　　，ノ中．」

 　　r皿丁　、」．⊥　　▲

 〔事例一45〕相馬讐武家住宅（在郷）（石高不明〕
 福島塁大熊町野上（江戸時代）（本研究の現
 地復兀調査〕

 型であり，農家住宅の1つのモデル的形式であった。

 　以上みてきたように，相馬藩の農家住宅は恐らく武家

 住宅とは初期においては軌を一にしながらも，武家住宅

 の接客空間の発展形式を域下→在郷武士から影響を受

 け，小規模の度重なる家作規制とモデル的住宅の御仕法

 建の普及が相まって前座敷系住宅の統一的様式が成立し

 たと言えるのである。

 （2）在郷武士制度はないが在郷にかなりの武士が居住

 　　している藩の場合

 　①（諏訪藩について）

 　慶長5年（1600），旧領に復帰した諏訪藩主の諏訪氏は，

 それまでの地方知行を廃止して城下町の整備を行い，在

 郷に居住する武士の城下集住を進めた。然し，江戸初期

 （慶長期）は全給人（武士）56人のうち上級給人11人だ

 けが城下に居住しているに過ぎず(34)，江戸後期（安政期）

 に至っても金給人人数869人の5割に及ぷ給人が在郷に

 居住しているのである（表一17）。江戸勤め，不明を除け

 ばその割合は6割にもなる。これを階層別にみると，知

 行取りの上級給人の9割は域下町に居住しているが，御

 徒以下の下級給人の5割が在郷居住である。しかも，在

 郷居住している給人の9割以上が下級の給人である。こ

 れは，先述の人吉，米沢，相馬藩のように藩の積極的な
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 施策としての在郷居住ではなく，下級給人の俸録の少な

 さ故に半農業生活を持続せざるを得ない事による。

 　さて，前章でも特筆したように，前座敷3段型（本棟

 造り）住宅は，諏訪藩の④地域（東五千石）における城

 下町武家住宅から継承されたところの上層農家の住宅型

 であったものが，その周辺の松本藩の南部地域と天領域

 に普及したのではないかと述べたが，其の根拠のひとつ

 を諏訪藩域下町の上・中級武士の住宅にみるのである。

 まず，事例一46は170石取りの上級武士の住宅である。文

 化11年に作成された絵図によるが，建築年はそれよりか

 なり古い。表側の2室は妻トコの前座敷と次の間の接客

 空間である。その次の間の部屋いっぱいの幅二間に奥行

 き一間の立派な式台玄関がとられている。その奥は家族

 の日常的な居場所の茶の間である。そのまた奥が主人の

 居間，座舗に連がっている。敷地が6間の狭い間口のた

 めに座敷一次の間の接客空間を表に優先的に出すが故に

 家族日常空間の茶の間等が奥にずれた間口5間一尺，奥

 行き14間三尺の細長い平面構成となっている。従って，

 屋根形式は当然，妻入り形式であろう。事例47は同じく

 城下町の1OO石取りの上級武士の住宅である。敷地の間口

 は9間程あり建物の間口も幅6．5間と前事例より広く

 なっている。前座敷と立派な玄関構えの付いた次の間の

 構成は前事例と全く同じである。主人の居間と思われる

 奥の8帖と10帖等の空間を除き，住宅の前半分は整形の

 田の字型の平面構成である。然し，農家住宅の田の字型

 とは違って，この次の間（ゲンカンノマ）と土間との間

 は壁で土間からは入れず，まさに接客のための「玄関の

 間」的な部屋である。また住宅の正面外観は（写真一3）

 にみるように，屋根形式は板葺きの妻入りである。庇の

 ある玄関構えと併せて城下町の武家住宅としては諏訪藩

 独特の正面外観である。この住宅の表に面した前座敷一

 玄関構えあある次の間と妻入りの正面外観の特徴的形式

 は，諏訪藩の城下町の武家住宅の全事例にいえるのであ

 る。これは，とりもなおさず，前述した諏訪藩の⑧地域

 における庄屋の住宅（事例一13）の次の問の形式と同じ

 であり，上層農家の前座敷3段型（本棟造り）住宅の特

 徴とも共通するのである。

 写真一3　諏訪藩城下町武家住宅の正面外観（事例一47
 　　　　の住宅）

 （表一17）安政年間の諏訪藩給人の居住地（分限帳による）

 　　身分居住地 知行取30石～1200石 御中性20～　50俵 御徒10～　23俵 小役人5～　19俵 御目見扶持 計

 城　　下  77  32  13  16  155  　293（33％）

 在郷村
 城下周辺（4ケ村）遠隔地（47ケ村） 62  1312  2068  2665  69158 　134（15％）　305（35％）

 江　　　戸 12  8  17  3  44  　84（9．6％）

 不　　　明 7  4  6  6  30  　53（　6％）

 計  104  69  124  116  456  　869（100％）

 （注）r諏訪の近世史」より筆者が作成。

 l　o｝1
 　　1・テ1　㌦一
 　図

 　　　　，、　サ早十’

 tル：’’…㎡

 （事例一47）諏訪藩武家住宅（城
 下町）100石／上級武士）
 長野県諏訪市島崎（江戸時代）本
 棟造リ
 ｛本研究による現地復元詞査〕

 榊｝

 仲 崩

 鴛出

 ；ニタ

 屈1出

 　　　”マ琶 　　L、朋下
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 　この玄関構えの特徴的形式は，江戸初期における諏訪

 播の武家住宅を対象とした家作規制の中に、「……，玄閑

 構停止．但し，家作之時節，以　差図　免許可為制外之事

 長屋塀・腰板美麓仕間敷候．…」寛文8年(1668)[家作の覚書](35)

 とあるように，既に，寛文期以前に玄関構えが成立して

 おり，豪華になりつつあったことを窺わせる。その規制

 は江戸中期にもみられ「……，玄関構の義給人者応　分限」，

 軽舗理可　申事，附　給米取玄閑かまいハ家老中まで可　受　指図

 事…略…」元禄8年［1695〕［家中法度条](36)とあり，この玄関

 構えの形式が．上級から下級までの武家住宅全体に普及し

 ていたことが判る。

 　これらの事実から，諏訪藩城下町の上級武士の住宅の

 平面形式（特に，前座敷一玄関構えのある次の間の構成）

 と正面外観の形式が諏訪藩のB地域の上層農家の前座敷

 3段型（本棟造り）として発展し、その周辺地域に普及

 したと想定される。

 　事例一48は70石取りの上級武士の住宅である。平面構

 成と正面外観は前事例と変わらない。この事例－47と48

 の住宅で，主人の居室である奥の居間に中トコが設けら

 れている（写真一4）。これは前述した如く，諏訪藩の(C)

 (D)地域に分布する農家住宅の特微である座敷のトコ形式

 に他ならない。藩内の(C)地域の在郷に居住する武家住宅

 が事例一49である。屋根形式はカヤ葺きの平人りである。

 4室構成の前座敷田の字型から，イマの下手はちょっと

 した接客に使うコザシキと，寝所であるナカマの2室に

 分化した型と考えられ，前座敷3段型ヘの過度的住宅で

 ある。この在郷武家住宅も，住宅の表側の次の間は接客

 空間に純化された空間である。トコは平トコ，玄関構え

 はなく，次の間と土間との間は板戸である、点は先述の城

 下町の上級武士住宅とは異なるが，平面の基本的構成は

 城下町武家住宅の前半分の平面と類似している。またこ

 の(C)地域に分布する農家住宅とは前座敷の字型の点

 では同じであるが，イロリのある茶の間の位置が，農家

 住宅では表側なのに対して，武家住宅は裏側であり異な

 るのである。

 　次に家作規制についてみてみよう。

 　一部は上述したが，諏訪藩の家作規制は下級階屑に照

 写真一4　諏訪藩城下町武家住宅の中卜ニコ（事例一47の
 　　　　住宅）

 準を合わせたものでなく，家中（武士）一般と農家一般

 を対象にしている。家中に対しては，「一，家作之儀，弐間

 梁より弐間半梁迄之，身程相応軽可レ仕，個台所は少広茂各別之事，

 二，弐間梁之外勿四方付庇之儀は可レ為二心次第」事，一，杉戸・

 襖…賂…張付，長押作…まいら等に至迄塗漆停止の事，…略」寛文

 8年(1668）[家作の覚書](37)とある。これは江戸中期にも似

 たものが出されている。規制の内容はさほど厳しいもの

 でなく，案内意匠も塗漆が停止しているだけで，その造

 作は是認している。梁間制限は2.5間内と厳しい。現存し

 ている武家住宅（事例一47）の小屋組をみると，座敷と

 次の間の間の位置にタテ方向に敷桁梁を通し，その上に

 両ヨコ方向へ2～3間の梁が組まれている。従って，梁

 間寸法が間口寸法ではない。そして小屋組は束立てであ

 る。この妻入りの小屋組方法も諏訪藩(B)地域の前座敷3

 段型住宅（本棟造り）の小崖組と同じである。また諏訪

 藩の武家住宅の特徴として，田の字型系の住宅にしては

 イロリのある茶の間が20帖前後とかなり広い。これは，

 台所は少々広くて良いとする規制の結果であろう。一方，

 農家に対しては梁間制限などの規模規制はなく，「…天井

 張付板敷新規二致　儀は停止之事，唯今迄板舗張付有之家幾軒と吟

 味いたし，…略…」天明7年（1787）〔披仰出書〕(38)とあるように，

 武家住宅に比べて住宅の発展はずっと遅れ，江戸中期は

 まだ土坐から板敷への過渡期であったといえる。このこ

 とから，諏訪藩の(C)(D)地域の農家住宅の接客空間を中心

 とした発展は城下町武士→在郷武士を通じての影響過程

 が充分に考えられよう。

 　②（盛岡藩について）

 　盛岡藩主の南部氏はこの地の旧族居付の大名である。

 江戸初期の藩内の統治は，郡山，花巻，花輪，八戸（後

 に八戸藩に分藩）七戸，三戸，遠野等に城館を置き，1

 千石以上の家臣（大身者）22家に陪臣を扶養させて分知

 させていた(39)。その後，地方知行の廃止に伴い，寛永4

 年（1627）の花巻城の廃止，寛文7年（1667）郡山域の

 廃止等によって家臣の盛岡城下への集住化が行われてい

 る。然し、実際にはかなり多くの家臣，陪臣が在郷に居

 住し続けたのである。盛岡藩の城下町の武家住宅につい

 ては前述した如く，住宅規模，座敷構成，座敷型は階層

 によって異なっている。事例一50は域下町の100石取りの

 中級武士の住宅である。上座敷一下座敷のタテ型座敷を

 もつ曲がり家の鍵座敷田の字型住宅である。下座敷4帖

 に玄関が取り付き，米沢藩の武家住宅の構成と同じであ

 る。寮例一51は68石取りの中級武士の住宅である。これ

 もタテ型座敷を持つ曲がり家形式の鍵座敷広間型住宅で

 ある。以上の2例は盛岡藩の農家住宅と全く同じである。

 　事例一一52は2人扶持の下級武士の住宅である。次の間

 はなく平トコ座敷1室であり規模も前2例に比べ小さ

 い。
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 　盛岡藩の武家住宅に関しては先学の佐藤巧氏の一連の

 研究がある（40）。その中で，盛岡藩南部の遠野地域を統

 治していた遠野南部氏（盛岡南部氏の分知であって分藩

 ではない）の陪臣の住宅が事例一53．54である。遠野南部

 氏の陪臣は盛岡本藩の直臣と同じ家格意識があった（41)。

 またこの住宅の立地は遠野城（正確には遠野要害）近郊

 の農業地域である。従って，この住宅を在郷武士の住宅

 と見傲して差し支えないと思われる。事例一53はウラザ

 シキーオモテザシキの2つの座敷にトコが設けられてい

 る。ウラザシキは主人の居間でオモテザシキが主客の座

 敷であろう。これは続き間のある前座敷系住宅から更に

 主人の居間を設けて発展した折衷型D住宅といえる。こ

 の型は城下町の上，中級武家住宅にも31例みられる。事

 例一54はタテ型座敷をもつ鍵座敷系住宅である。農家の

 鍵座敷系住宅に類似している。このように，盛岡藩にお

 いても城下町武士（上，中級武士）一在郷武士一農家に平

 面構成の計画原理の繋がりが見出せるのである。盛岡藩

 の家作規制は農家に対して，分相応にすべしといった倹

 約令如きもので住宅の規模，形態を規制するものはない。

 ただ「一，近年百姓共住居等著長シ，障子，襖，長持なと用ひ候類

 多相聞得，身分を失候処より自然と密木盗木等貯置候故御山も勇荒

 し…略…」寛政11年（1799）(42)とあり，盛岡藩の農家住宅と生

 活手段の発展が江戸後期の寛政期にあったことを窺わせ

 る。

 籟⑬
 一■⊥押入mi．」l1

 　』 主

 　　　I　　　　　■ 　　　■　　　　　■

 　　　u
 　　　玄閨
 　　　　　　北

 （事例一50〕盛岡藩武家住
 宅（城下町）100石（中級武
 士） （盛岡藩諸士屋敷並建家図
 書上（文化3年〕より〕

 F男ヘヤ

 l　l

 ｛汁

 一「＿．．＿一 珊
 入口 　　拙

 ｛一

 土問
 　　　　　玄凹
 （事例一52〕盛岡藩武家住宅（城下町）
 2人扶持（下級武士） （盛岡藩諸士屋敷並建家図書上（文化3
 年）よリ）

 　　　　　　　　　　西
 床　　岬入

 鮒

 　　　　　　　揮

 虫　舳　　　　　　　　　　入

 （事例一51〕盛岡藩武家住
 宅（城下町）68石中級武士
 （盛岡藩諸士屋吸並建家図
 書上（文化3年）より〕

 ＾　　　　　　▲

 8帖ノ7

 1■

 ｛事例一53〕盛岡落｛遠野南部氏）武家住宅（在郷〕
 （遠野要書（居館〕（近郊）（佐藤巧氏編・近世武士住宅よリj

 （3）在郷武士制度がなく在郷に武士が殆ど居住してい

 　　ない藩の場合

 　藩に対する献金などで，農民等から登用された極く一

 部の登用郷士はいるが，在郷に武士が殆ど居住していな

 い藩を対象に考察する。在郷武士が多く居た（1）と（2）の藩

 が米沢藩を除いて全て旧族居付大名であったのに対し

 て，これらの藩は全て譜代・外様の転封大名である。

 　①（臼杵藩について）

 　臼杵藩の農家住宅は，ほぽ完全なる鍵座敷系住宅の分

 布域である。ところが，城下町の中，下級武士の住宅の

 平面構成は非常に多様であり，農家住宅と殆ど関連がみ

 られない。事例一55は下級武士の住宅である。座敷1室

 で次の間はない。座敷の奥にある1O帖の部屋は主人の居

 間と思われる。タテ型座敷を持つ折衷型D住宅に近いが，

 間に柱がありタテ型座敷ではない。小規模故の平面構成

 である。事例一56は中級武士の住宅である。道路側にあ

 る玄関入口の奥の向こう側に座敷がある。手前の座敷は

 主人の居間であろう。このように，臼杵藩の武家住宅は

 座敷の位置，玄関入口，家族空間領域，棟構成，外形な

 どは住宅によってまちまちの形態である。

 　州　　1

 　　　　　　＋
 　　　　トーギ’

 「　丁一ぺ

 　　　　　　　　　　レ
 艦・闘醗（遠野南部氏）1．｝1“11

 ．（遼野要書（置璽≧近郊）　　　　　＿　．　．　、
 （（佐鰍編〕「遠野舳家」より）L」

 ⑮
 1’I一一一1’　一 一111　111 トコ 一

 1 lo．占 1 1
 一帖  1

 Tτ　ザシ柵 タ ナ
 →・

 押入
 ｝  3帖 ノL＿r ｝ 人
 ’ 獺人  ’

 （事例一55〕臼杵藩武家住宅1域
 下町）下級武士
 大分県臼杵市西海添（江戸時代）
 （本研究の現地復元調査）

 　　　　　　　風呂

 　席≡：；…＝＝＝一一 　；　　■、

 　叉1　　パ”ヲ

 　突　榊　｛”二川

 　ポ州1　㌧、
 　　自

 （箏例一56〕臼杵藩武家住宅（城
 下町）中級武士
 大分県臼杵市二王座エ江戸時代）
 （本研究の現地復元調査）
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　臼杵藩の家作規制（触れ書きを含めて）は元禄3年

（1690）から天保9年（1838）までに25匝1も頻繁に出さ

れている。とりわけ，後期（180（卜1838）の38年間に13

回出されている㈹。それは殆ど農家を村象にしたもので

ある。

　また各階層に対し総合的に出された天保4年のものを

みると，その対象と内容は，家中に対しては知行取り（石

高数によっても違う），扶持取庁），足軽階層によって，玄

関口の戸の枚数，門の幅，玄関・座敷17）広さがきめられ

ている。百姓に対しては，大庄崖，小庄簾，惣百姓〔本

百姓〕別に，構造，屋根，天井，壁，室内意匠，土蔵，

納屋等に至るまできめ細かく規制されている（1規制の概

要は注一44に示す）。

　以上の如く，臼杵藩の農家住宅は域下町の武家住宅と

その関連性はみられないが，頻繁に出された農家に対す

るきめの細かい家作規制によって，平面様式ク）かな「）統

一した住宅型が分布したと考えられる。

　②（岡藩について）

　岡藩の農家住宅は前座敷（平トコ型1）系住宅一である。

事例一57は下級，58は中級の武家住宅である。トコ形式

は違うが前座敷系の田の字型に近似している。

　家作規制はみられない。

　③（佐伯藩について）

　事例一59は中級の武家住宅である。座敷構成は妻トコ

の前座敷系である。中央にある10帖は茶の間であり，そ

の奥の8帖は主人の居間である。住宅ク）表は接客空間，

中央は家族空間，その奥は主人の空間と領域が明確に分

かれている。農家住宅も妻トコの前座敷系であり，武家

住宅と一致する。

　この藩も家作規制はみられない。

　④（上山藩について）

　下級武士の住宅が事例一60である。小規模の妻トコの

前座敷田の字型である。事例一一61は中級武土の住宅であ

る。座敷には5帖のゲンカンと式台玄関がある。次の問

はこの部屋ではなく，奥のニノマで、李：1る。従って，次の

問があっても座敷直入りである。こ（7）座敷の部分は曲が

り家になっていることから，前座敷旺1の字型からの発展

とみられる。農家住宅は妻トコの前座敷系であつ，下級

武士住宅と類似している。この藩も家作規制はみられな

い。

　⑤（三春藩について）

　事例一62は中級武士の住宅である。基本的には妻トコ

の前座敷系に属しよう。農家住宅は前座敷系と鍵座敷系

の混在である。

　蜘｝枇1肚ギ■丁■

紅1ゴニ∵
茜、、∴、町1㍍

　　　　　　　　▲
（多例一57〕岡藩武家住宅1域下町〕
卜’級武卜

大分県竹肥巾竹旺1冊川11パ時代〕／本研
究の現地復兀．1周杳1「

■w冴
、ム

　　　†　　川　　．
　　　一一

　　丁け
　　　サ　’1o帖
　　　⊥一，

　　　一

　　トt　　　　一
　　　■　　■

（事例一58）岡落武家住宅（城下町
近郊）中級武士
大分県竹田市（江戸時代）体研究の
現地復兀調沓）

峰例一59）佐伯藩武家住宅（城下町）中
級武丑1

大分県佐伯市（江戸時代〕（本研究の現地復
元調査〕

一燃“〕上山藩武雛宅＝城阿）

山形県．トll1市軽昨沢1oパ時代1（本研究
の王現上也復兀調杳）

（事例…一63）松本藩武家作宅（城
ド町）

浸野県松本市開智119C前11100石
中級武止・

屋裸1本棟造り‘松本市民家調査
一大芋可直躬氏調’査による1i

（難例一61〕上山藩武家住宅1城
r町）中級武七（大目付）
山形県上山市市碍町（江戸時代〕
（本研究の現地復元調杳）

（事例一62〕三春藩武家住宅（城
ド町〕290石中級武士
福島県二春町清水（江戸時代）（本
研究の現地復兀調査〕

（事例一64）松本藩武家径宅（城下
町）30石前後下級武士
長野県松本市開智（18C前）
（松本市民家調査一大河直躬氏調杳

による）

　⑥（松本藩について）

　松本藩の農家住宅は鍵座敷系住宅が支配的に分布して

いる。武家住宅は前座敷系と鍵座敷系の2つの系統があ

る。大河直躬氏の調査住宅の5事例をみると㈹，事例一

63のようなタテ型座敷を有する住宅が2例，事例一64の

ような次の間のない前座敷だけを有する住宅が3例あ

る。前者の2例はともに1OO石以上の上級武士の住宅であ

り，後者は1例が30石で他の2例は扶持取りの下級武士

の住宅である。このことから，松本藩では次の間のある

タテ型座敷をもつ住宅は上級武士の武士形式であったと
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考えられる。農家住宅もこの型との関連が深い。この松

本藩の武家住宅も妻入りの屋根形式がみられるが，それ

は前座敷3段型（本棟造り）と諏訪藩の城下町の武家住

宅の特徴であった住宅表の次の間にある玄関構えのない

形式であり，本棟造りとはいえない。また住宅の表に面

した小規模の玄関構えを持つ住宅が2例みられるが，こ

れは2例ともタテ型座敷を持つ上級の武家住宅の下座敷

に設けられた形式である。従って，松本平野の南部に分

布している前座敷3段型（本棟造り）住宅は藩領域と城

下町武家住宅との関連でみると松本藩との関連はないと

いえる。

　（m－4）結論
　以上，各藩の独白で独特の農家住宅の成立要因をその

藩の武家住宅と家作規制を通して考察してきた。また武

家住宅は城下町武士一在郷武士の関連からその平面構成

を分析した。

　先ず第1に，在郷武士がいた藩といない藩では武家住

宅と農家住宅の関連は明らかに異なる。在郷に武士がか

なり居住している藩では，武家住宅と農家住宅とは，座

敷構成だけでなく，住宅全体の平面構成，外観などが同

一傾向にある。しかも，農家住宅と在郷武家住宅だけで

なく城下町武家住宅との3者とも同じであるのが注目さ

れる。更に，在郷武士制度を有している藩（人吉，米沢，

相馬藩）では，平面構成の類似性だけでなく，‘住宅の発

展の過程も3者ともに同質的である。

　これに対して，在郷武士が殆どいなかった藩では，住

宅全体の平面構成はあまり類似性はみられないが，座敷

構成については城下町武家住宅と農家住宅に部分的な類

似性がみられる藩と，臼杵，三春藩のように全体的にも

部分的に．も異なる藩がある。只，松本藩については上級

武士の住宅と同質である。

　以上の事実からして，江戸初期の武家住宅と農家住宅

のはその初源においては軌を一にしても，その後の接客

空間を含めた住宅の発展は上中級の城下町武家住宅にお

いてその藩の独自で独特の空間構成と計画原理が確立，

成立し，在郷にかなり多く居住していた在郷武士の住宅

を媒体として農家住宅に影響普及したといえよう。

　第2は大名の性格である。在郷武士の居ない藩は全て

転封大名である。この転封大名は江戸の初期から中期ま

でに他の地から家臣団を連れて移ってきたのである。一

部の地侍を召し抱えるものの，地方知行を全廃している

こともあいまって，新しい武士と農民との結びつきは旧

族居付の大名に比べてかなり薄いといえる。このことも

武家住宅と農家住宅の関連が少ない理由の1つであろ

う。然し，転封大名であっても，在郷武士制度を有する

藩では城下町武士一在郷武士一農家の3者の住宅の平面

構成がかなり同一である。例えば，米沢藩の上杉氏は越

後からの移封であるが，城下町武士一在郷武士一農家の

住宅は座敷構成を含む全体の平面構成が同じである。こ

れは先述したように，積極的な在郷武士政策を条件とし

ている。この上杉氏の旧封地であった越後の国は前座敷

系住宅に混じって鍵座敷系住宅の分布もかなり多くみら

れる。また延岡藩の農家住宅には併列型に混じって鍵座

敷系住宅が分布している。この藩の江戸中期以降っ藩主

の内藤氏は鍵座敷系の農家住宅が分布している磐城平藩

からの転封である。その内藤氏は磐域平，延岡の1日，新封

地において在郷武士政策を展開しているのである㈹。こ

のことを考え併せて，領主の旧封地の住宅形式が新封地

で，在郷武士を通じて農家住宅に伝播した事が窺えよう。

　第3に，家作規制は，幕府の全国規制を基底にしなが

らも，藩からの規制はその頻度，内容，対象が藩によっ

て異なり独自的である。江戸後期の農家住宅は，その規

模，室内意匠において，各藩ともその藩の家作規制を越

えている。しかし，その規制が，その藩独自の平面構成

成立の外的条件の1つになったことは確かである。

　例えば藩内にかなり統一された平面構成の住宅が分布

している藩は家作規制が厳しく，また規制の頻度も多い。

人吉，相馬，臼杵藩にそれをみることが出来るのである。

注

1）江戸期は史学の分類を参考に以下に分類した。

　前期（寛文・永宝期まで’）

　　中期（元禄～天明期）

　　後期（寛政期～慶応期）

2）石原憲治「日本農民建築の研究」南洋堂

3）このような観方は岡田光正著「住宅の計画学」p9～鹿島出

　　版，など多くの文献にみられる。

4）青木・竹下・大岡，他「農家住宅に関する研究．その1～12」

　　「同，その22」昭和51，52，56年度日本建築学会大会梗概集

5）青木，大岡「藩域からみた農家住宅の地域的特徴と歴史的発

　　展過程に関する研究（1）」p89～90，財団法人：新住宅普及会，

　　住宅建築研究所報1984

6）同前，

7）明治大学内藤文書研究会「譜代藩の研究一譜代内藤藩の藩政

　　と藩領」p201，八木書店

8）いわき市教育委貝会「いわき市史2・近世」

9）諏訪市教育委貝会「諏訪の近世」p35～

1O）「物語藩史4，諏訪藩」人物往来社

11）この鍵座敷系住宅の成立説は，太田博太郎氏の「建築学体系，

　　住居論（日本住宅史）」p163～の論述に代表される。その他多

　　くの文献でこの見解を踏襲している。

12）近年，史学の分野では，江戸時代の見直しが総合的に行われ

　　ている。明治の皇国史観の否定である。江戸時代の農民の生

　　活もただ搾取されるがままでなく，抑圧，制圧を受けながら

　　も，農民の自由，自立，自治がかなり存在していたといわれ

　　る。

13）矢守一彦「幕藩社会の地域構造」大明堂

14）多良木町教育委員会「多良木町史」p360～

15）民俗学では，周圏論の考えで，鹿児島，南洋諸島の分棟型か

　　ら次第に一つの棟に結合してこのカギ家となったとする見解

　　がある。（小野重郎「民家の構造と周圏論」日本民俗学会No．

　　29，昭和38年）この考えは，明らかに間違っていることが判

　　る。又，藩で農家住宅の平面が異っていることは，民家の周
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 　　圏論も否定されたといえる。
 16）人吉市教育委員会「人吉市史」p556～
 17）同前p651～
 18）熊本県史料集成第14集「人吉藩の政治と生活」P185 日本談
 　　義社
 19）藩政史研究会編「藩政成立史の総合研究…米沢藩」　吉田弘
 　　文館
 20）同前p367～
 21）長井政太郎「上杉藩郷土集落の研究」p3～図書刊行会
 22）同前P2
 23）吉田義信「置賜民衆生活史」p18図書刊行会
 24）同前p191，帰農には家作料，土地，肥料なとが供与されてい

 　　る。
 25）同前，p48
 26）高畠町教育委員会「高畠町史」p765
 27）前掲「置賜民衆生活史」p194
 28）相馬市教育委員会「相馬市史…適史編．
 29）飯館村教育委員会「飯館村史」
 30）文久2年の北標葉の戸数〔浪江町史p477）
 　　寺．14　給人．111郷土．34　準士．3
 　　百姓．896陪臣．4　山先．8　修験〔山伏含む〕16
 　　社家．6　医者．1　計．1093
 31）前掲「相馬市史」p477
 32）同前，p479
 33）前掲「相馬市史一民俗編」p48
 34）前掲「諏訪の近世」p1O0
 35）同前，p207
 36）同前，p211
 37）長野県教育委員会「長野県史・3」p56
 38）前掲「諏訪の近世」p786
 39）岩手県教育委員会「岩千県史・11」p189
 40）「近世の武家住宅」など武家住宅の箸作，論文が多い。
 41）前掲「岩手県史・11」p527
 42）前掲「岩手県史・民俗編」p13～
 43）村瀬庄兵衛書付（臼杵市立図書館蔵）
 44）　（臼杵藩本百姓への家作規制）在中家造の制（天保8年）
 　(ニ)惣百姓家造之制
 　　一，居　家古来腕押簡憤堀立之慮，横家免之，柱ちよの
 　　　　　　　　　打之儘可杣用，鴨居鴨居板敷等かなかけ不苦，
 　　　　　　　　　尤土蔵造り拉長押を打，さまを洲候儀無則
 　　　　　　　　　但玄関場所無用
 　　一，屋　根　茅茸併谷瓦は不苦，棟瓦無用，かつふりは不
 　　　　　　　　　苦
 　　一，天　　井　板無用
 　　一，壁　　惣張付無用，白紙にて，救腰張候儀は不苦
 　　一，畳　　　　七島茅之内可相用，上之間次之間は縁付候も
 　　　　　　　　　不苦，其外無縁
 　　一，雨　　戸　盗難防ぎの為にも柵成候時に不苦
 　　　　　　　　　尤雨戸袋不目立様随分鹿相に可致
 　　一，土　蔵間敷式間に三間迄を可限・其除延候は兼て申
 　　　　　　　　　付置候通棟違普請致し，冥加銭差出可申候，
 　　　　　　　　　尤瓦葺不苦
 　　　　　　　　　但庇且下おろし候儀無舳狗之上計へうてにて
 　　　　　　　　　おふたれ付候儀は不苦
 　　一，厩　　　　納屋同然
 　　一，雪　　隠　本屋之庇下に造込候得は凡葺不苦、別に鑑候
 　　　　　　　　　得ば，茅葺間敷は格好次雛，不浄遺具置候イ立
 　　　　　　　　　之除計りは不苦
 　　一，納　　屋　応身上間敷格好次第，併二階且庇付候儀無用，
 　　　　　　　　　物上作りは不苦
 　　一，大庄屋より惣百姓に致迄，板そき，午名皮、竹瓦等にて屋
 　　　　　　　　　根葺候儀無用，庇は杉皮，竹瓦之内にて葺候
 　　　　　　　　　儀不苦，尤間敷庇同様

 45）松本市教育委員会「松本市の民家」大河直躬氏調査
 46）前掲「譜代藩の研究一譜代内藤藩の藩政と藩領」

 〈研究組織〉

 主査

 委員

 委員

 協力

 青木正夫（九州大学・教授）

 大岡敏昭（日本文理大学・助教授）

 木村永遠（　同　　　・助手）

 中村禎男（　同　　　・助手）

 岡本恒之（大分大学大学院）

 昭和59，60年度日本文理大学・卒業論文学生諸氏
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